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今年の１年を振り返る 2010/12/31  

今年１年を振り返ってみる。 

 

①クリニックの診療 

10 月 1 日からクリニックを開業して 6 年目に入った。 

12 月に「5 周年を振り返る話」を職員の前でおこなった。 

5 年間で 1 日平均患者数が 22 人から 4 倍近くに増え、内視鏡件数も今年は 2800 件に達した。 

看護体制、医療事務の体制も整ってきた。 

まだまだ課題はたくさんあるが、基礎はできたのではないかと思っている。 

 

②体調管理 

これだけの人数の診療をおこないながらも、今までよくおこしていた疲労性うつ状態には今年は

ならなかったのは体調管理が確立できてきたからだろう。 

高周波治療（人生が変わった）、睡眠、ウォーキング（３～４駅歩いている）は続けている。 

新たに食事として、玄米食を復活させ、豚・牛肉をやめた。 

サプリとしてサイエンスワンを継続。 

それに加えてケイギョク膏を開始（この２つの併用で忙しい外来後の疲れは半減） 

筋トレは１年間続き、これらの相乗効果で体重は５ｋｇ減、ウエスト・胸囲は高校時代に戻る。  

 

③子どもの受験成功   

やれやれ、ほっとした。 

 

④アフリカ・ケニアの取材旅行 

３月 

エルニーニョ現象の余波で雨ばかりだった。 

だが、こういった時にどう撮るのかが試された。 

それでもよい写真がたくさん撮れ、写真撮影の新たな目覚めとなった。 

 

9 月  

今回もエルニーニョの余波が残ったせいか、ヌーの移動がずれた。 

動物も少なく、前半は苦戦を強いられたが、後半はヌーの大群に遭遇し、よい写真が撮れた。 

初めてハイエナのハンティングが撮れ、ゾウの親子とチータ―親子（6 頭の子連れ）の絶妙ショッ

トも撮れた。 

久々にバルーンサファリに挑戦し、ヌーの大群が撮れた。 
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⑤家族旅行 

１月の沖縄 

家内と息子で旅する時は、日本の歴史や文化に触れる旅。 

家族 3 人で旅する時は、自然に触れること主眼にしている。 

今回の沖縄は、沖縄の海の自然に触れる旅。 

地元の人についてもらい、穴場の海で家内と息子はシュノーケリング、寒さに弱い僕は船釣りを

おこなった。 

釣った魚を調理して食べたが、アカハタ、アカモンガラカワハギの味は絶品だった。 

 

５月の東北 

前半は家内と息子は縄文遺跡として有名な三内丸山遺跡などを見学。 

途中から僕も合流して、弘前城・角館の桜見物や白神山地に行く。 

電車好きの息子はいろいろな特急に乗れて大満足。 

 

⑥写真展示 

日本初の動物看護専門の短期大学（ヤマザキ学園大学）が出来、その新校舎に僕の写真の常設展示

の依頼が来た。 

自然の美しさ、偉大さをのメッセージを伝えたいと思い、180 ｃｍの大きな写真を含め、19 枚の

写真パネルを作成し、展示した。 

 

⑦執筆 

2011 年 1 月から医事新報での連載(１年間）が決定し(森羅万象ーいのちの交響楽ー）、暇を見つ

けては執筆に明け暮れた。 

その他、本執筆の依頼もあったが、忙しく、こちらはあまり進んでいない。 

 

⑧英会話  

ＹＭＣＡに週に１度通いながら英会話を始めた。 

たまたま午後の診療のない日の担当だったのがデレック先生。 

彼とはすぐに意気投合。 

彼はベジタリアンで車にも乗らない。 

最初から、「命とは」、「心とは」、医療のことなど深い話をするが、いつもひじょうに的確で深い答

が返ってくる。 

こちらは単語が出ずに悪戦苦闘しているが・・・・・。 
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雑談が多く、教科書はほとんど進んでいない。 

半年過ぎたが才能のなさを痛感。 

 

⑨講演 

今年は講演依頼が少なかった。 

5 月に愛媛の看護協会総会での講演が唯一の大きな講演会だった。 

年々、内容が深く、難しくなってきていて、一般受けはしなくなってきているのを感じる。 

原点に立ち返って、もっと人を癒し、元気にする内容に変更していこうと思っている。 

 

⑩読書 

今年もたくさんの本を読んだ。 

とくに帰宅後高周波治療をしている間はＣＤ（音楽・講演・文学）を聴くか、本を読むしかできな

いので、読書がはかどった。 

今興味があるのは、心と脳の関係。 

その関係の本をかなり読んだ。 

脳科学者たちは脳が心をつくると言っているが、僕はそうは思はない。 

意思やコミュニケーションが心の一部だとしたら、脳のない細菌だっておこなっている。 

単細胞生物から人間への進化のなかで、心は徐々に芽生えてきたはず。 

どこからが心で、どこからがそうではないのか、という線引きはできないだろう。 

脳はあきらかに遅れて出現してきたものだ。 

おそらくもっと古い時代から心の起源はあったのではないか、と思っている。 

 

喫茶店で紅茶を飲みながらこの１年を振り返っていたが、１年前の正月をどう過ごしたか思い出

せず、帰宅後に家内に聞くと「沖縄でしょ」と言われ、ちょっと驚いた。 

ずいぶん前のことだと思っていたからだ。 

前に書いたが、年をとると１年が早いというが、診療が充実（過酷？）なので１年がとても長く感

じられる。 

それはとても恵まれ、幸せなことなのだ。 

今年も多くの人たちのおかげで無事に乗り越えることができた。 

感謝、感謝。 

今年の診療は終了 2010/12/29  

今日で今年の診療は終わり。 

倉形先生の外来日だったが、外来数は半日で 60 人あまり。 

最終日まで減ることはなかった。 
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僕は内視鏡の係で、緊急内視鏡を含め、11 件の検査をおこなった。 

今年は、秋からとにかく忙しかった。 

僕の外来の日は 90 人以上が当たり前。 

2 日に 1 度は 100 人前後だった。 

今年の秋～冬は風邪やノロウイルス感染が多かったが、それだけではない。 

夏の猛暑のせいで、疲れが残っていて秋口以降体調を崩す人が多かったのだろう。 

うちのクリニックが地元で浸透してきたこともあるだろう。 

以前なら疲労困憊して、疲労性うつ状態になっているような忙しさだったが、今年はそういった

こともなく無事に乗り切れた。 

それはふだんの節制のたまものだろう。 

ウォーキング、筋トレ、半身浴、食事の注意、抗疲労のための漢方・サプリ（ケイギョク膏とサイ

エンスワンはかなり効く）などの相乗効果は間違いなくある。 

また看護師のサポート体制が整い始め、外来での負担が減ってきたことも大きな要因だ。 

それにしてもスタッフ全員よく働いた１年だった。 

外来で診れる人数 2010/12/20  

以前家内は四国一周歩き遍路の旅に出た。 

一日歩く距離は３０～５０ｋｍ。 

僕も 1 日半同行したが、その時 1 日で歩いた距離は３０ｋｍ。 

僕にはきつかったが、家内いわく、３０ｋｍは楽である。 

４０ｋｍは少し頑張らねばならない。 

５０ｋｍになるとかなりしんどく、時には可能だが、続けることはできないとのこと。 

 

いつも外来診療が終わって家に帰ると「今日の患者さんの数は」と聞かれる。 

今の僕にしては７０～８０人(純粋に外来で診る人数)は多少疲れる、８０～９０人はちょっとしん

どい。 

100 人を超えるとダメージが回復するのに 2 日ほどかかる。 

それ以下の人数ということはほとんどない。 

もちろん夜更かし、寝不足、暴飲暴食などしていたら次の日は最後まで集中力が続かないので、厳

禁にしていての話である。 

開業して 5 年がたち、最初の頃は 30 ～40 人でも疲れていたのがうそのようである。 

しかし、どんなに体調がよくても万全な体調で診れる人数はおのずと決まっている。 

よく、家内のお遍路５０ｋｍが僕の 100 人なんだろうという話になる。 

修行のように毎日体調管理に努めてきた効果はあきらかに出てきているが、毎日続けて診れるの

は８０人くらいが限界なのだろうと思っている。 
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医療難民 2010/12/19  

先日２週間続く腹痛を主訴に４０代の患者さんが来院した。 

保険の項目を見ると「自費」になっていたので(自己負担１０割ということ）、最低限の検査、投薬

にしようと思って診療に臨んだ。 

だが、上腹部を触診して、尋常ではないと直感した。 

よほど我慢していたのだろう。 

最低限の血液検査でも、強い炎症所見、黄疸などが出ており、入院・精査が不可欠と判断した。 

その旨を話すが、「お金がなく、不可能」との返事。 

しかしこのまま外来で診るのはリスキーである。 

事情を聞くと、リストラにあい、保険料も払えないとのこと。 

このような状況では大病院は入院させてくれないだろう。 

まずは役所に連絡して、「何とかならないか」と聞いてみたが、「自己責任」と取り付く島もない。 

「なんとか滞納分を払い、健康保険を再取得するべき」と話し、抗生剤を投与し、明日必ず再受診

するように指示した。 

しかし、無理だったようで、翌日連絡はなかった。 

心配でこちらから電話をするもつながらず。 

だが、翌々日に電話がかかってきて、なんと腹痛が軽減し、働いているとのこと。 

しかし、一時的に改善したにすぎないだろう。 

早晩ぶり返すので、なんとか再受診をするように話したが、こういった場合、何かよい手だてがあ

るのだろうか。 

なんとも無力感を感じてしまった。 

医療安全研修会で思ったこと 2010/12/12  

医師会会館で行われた医療安全研修会に参加した。 

病院だけでなくクリニックレベルでも医療安全のマニュアル作りが求められる時代になり、こう

いった研修会への参加が年に２回義務付けられた。 

そのやるべき内容を見ると、たしかに必要なことばかりなのは分かる。 

だが、理想論に近く、「忙しく、人手不足のクリニックにおいて、どれだけの施設ができるのだろ

うか」と思ってしまう。 

今日の参加者の顔ぶれも見ると参加していたのは全国の医師会で医療安全に関係している先生方

ばかりで、一般のクリニックの医師はあまりいなかったように思う（多くの質問がでたが、全員が

地方から来た医療安全に関係している先生方だった）。 

一般のクリニックでは、安全対策マニュアルを作成するにしても、ひな形を一部変えてそれでお

しまい、ではないだろうか。 

制度を作らなければ始まらないのはわかるが、現実の医療の現場のたいへんさとのアンバランス
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を感じるのは僕だけではないだろう。 

しかし、やらねばならない。 

うちのクリニックでは、看護主任が頑張ってくれて、分担して薬品管理や感染対策などのマニュ

アルの作成を始め、完成に近付いている。 

こういった医療安全の研修会への参加も定期的におこなっている。 

アクシデント・イオンシデントレポートを書く体制もできているし、月に１度の安全対策委員会

も来年から開くつもりでいる。 

クリニックレベルとしたら、かなり進んでいるはずだ。 

 

すべての医療施設でこういった取り組みを進めていくことは大切なのだろうが、同時に、医療に

おける安全とは何か、合併症や偶発症に対する理解を広める努力も必要だろう。 

医療をやっていて、よく感じるのは、医師や医療に絶対を求める間違った風潮だ。 

気持ちは分かるが、医学は科学的になってきたとはいえ、いまだに非常に不確実で予測不可能な

部分の多いものなのだということを知らねばならない。 

３０年間、日々内科と消化器の勉強をし、限界まで知恵をしぼって診療し、検査だって２０年以上

修練を積んできたといっても、迷うこと、分からないことだらけなのである。 

しかし、いつのまにか医療に絶対を求める風潮が日本を席巻してしまった。 

それが医療バッシング、医療崩壊の一因となっている。 

これは医師にとってだけでなく、患者にも不幸なことである。 

今日の講演でも、医療における９９．９％の成功率ということは、羽田空港での発着に換算すれ

ば、１週間に５回大きな事故がおこる確率らしい。 

９９．９％安全といえば安心するだろうが、医療の分野ではなかなか９９．９％大丈夫なんて言え

ることは少ないし、飛行機事故の確率からすると、医療事故の確率は異常に高いといえる。 

週に５回大事故が起こるのであれば、ほとんどの人は飛行機にのらないだろう。 

医療とはそういったものなのだ。 

それをもっと啓蒙しなくてはならないだろう。 

 

テレビでやっているようなスーパー名医でも常に迷い、悩み、よく間違えをおかしているのだが、

それを神の手を持つヒーローのように描くのは大きな誤解を生む。 

そういったテレビを製作する側も悪いが、のこのこ出てくる医師も罪深い、と思う。 

開業後の５年間を総括 2010/12/06  

今年の１０月から開業して６年目に入っている。 

５年たったのでその総括をせねば、ということで今まとめている。 

その内容を１２月８日に職員の前で、パワーポイントを使って話すつもりでいる。 
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（２／３はアフリカ写真の鑑賞なのだが） 

 

この５年間には、あまりにもいろいろなことがあった。 

激動の５年間で、自分自身の生活も一変した。 

ふだんの診療は、忙しく、毎日が自己管理との戦いである。 

１日平均患者数は４倍近くになった。 

少し自己管理の手を抜くと、疲れが抜けず、疲労性うつが出てしまう。 

当然、写真活動はかなり制限せざるをえなくなった。 

しかし、毎日全力で取り組んでいるから臨床力はかくだんにアップしたと思う。 

開業前に、医師と自然写真家、そしていのちの表現者のバランスをとるのが自分の人生なのだと

確信した。 

しかし、今までの環境にいたらあまりにも恵まれ過ぎて（勤務は９時―５時、年に２回３週間ずつ

の休みあり、専門の勉強だけしてればすんだ）、医師として伸びないと判断し、あえて過酷な環境

を選んだ。 

当初の目的である「自分の医療を目指す」ということはかなり方向性が見え、近づきつつある。 

あとは残りの２つとのバランスなのであるが、縮小しつつあるといっても、開業後は９回もアフ

リカに行けた(年に２回ずつ)。 

写真展も依頼で２回おこなったし、僕の活動がテレビのドキュメントにもなった。 

回数は減っているが、講演活動や執筆連載も続けている。 

正直写真活動をもう少し増やしたいという気持ちはあるが、時が来たら、それなりに展開してい

くのだろうと思っているから焦りはない。 

本格的に３つのバランスをとるようになるのは６０歳以後かな、なんて思っている。 

 

この５年を思うと、「開業して本当によかった」と思う。 

自分自身との戦い方がうまくなってきたこと、臨床力がアップしてきたことが最大の成果だと思

っている。 

人生の中でもっとも濃密な５年間だった、と断言できる。 

医事新報連載 森羅万象 －いのちの交響楽－ 2010/12/05  

来年から医事新報という週刊誌で僕の連載が始まる。 

タイトルは、『森羅万象 －いのちの交響楽－』。 

この雑誌は医学系では有名な雑誌で、週刊なのだが、僕のページが載るのは月に１度。 

４Ｐの紙面をカラー写真（各月４枚ほどの写真を掲載）と文章で構成し、１年間の連載予定だ。 

それにしても医事新報から話が来た時は少し驚いた。 

医事新報というと、モノクロ、医学情報のみの雑誌という印象を受けていたので、「カラーを使っ
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た癒しの写真の特集？」という話を聞いて意外な気がしたのだ。 

だが、これはとても光栄なこと。 

当然受けることにした。 

今まで撮りためたベストの写真を使い（新作もかなり出ます）、僕の写真活動と「いのち」に対す

る思索の変遷を書くつもりだ。 

スタッフは宝  2010/12/01  

１年のうちで診療が一番忙しい１１月が終わった。 

急に冷え込み、咳の風邪が流行したこと、ノロウイルスが流行し始めたこと、インフルエンザの予

防接種が継続して行われていることなどを含めて、とくに今年は忙しかった。 

来院患者数１３０人をマックスに、１００人以上の日が６日あり、平均１日患者数は開院以来初

めて９０人を超した。 

それに加えて現在潰瘍性大腸炎と過敏性腸症候群の臨床治験が３つ同時進行している。 

看護部門では、院内安全管理マニュアルの作成に力を入れている。 

とにかく毎日忙しかったが、スタッフ全員が本当によく働いてくれた。 

どんなに忙しくても誰も文句を言わない。 

どれだけみなの献身的な頑張りと笑顔に助けられたことか・・・・。 

「スタッフは宝だ」といつも思う。 

来年から土曜日午前外来の受付終了時間が早まります 2010/11/24  

１日の来院患者数で過去最高だったのは昨年の１２１人。 

先週の土曜日についにその記録を更新した。 

その数１３０人。 

そのうち内視鏡とインフルエンザ予防接種を除いた、純粋の外来診察数も１００人を超えていた。 

ありがたいことだが、こうなると外来の体をなさなくなっているように感じる。 

午前中の外来後、１時半過ぎから内視鏡検査をおこなうので、集中力を維持するためには午前の

外来は１時には終わらせなければならない。 

そうなると一人にかけられる時間は平均４分前後。 

もちろん人によっては前後に看護師からの問診や説明が入るので２０～３０分かけている人もか

なりの割合でいるのだが、数分で終わらざるを得ない人も多い。 

こちらとしても完全に精神力・体力・知力の限界と戦いながらの診療となっているが、正直終わっ

た時の満足感は乏しい。 

あまりにもめまぐるしすぎるのだ。 

もう少し余裕がないと「今日はよい診療ができた」という満足感が得られない。 

当然患者さんの満足度も、待った割には診察時間が少なくて低くなるはず。 
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質を落とさず、よい診療を続けるにはどうしたらよいかを考え続けてきたが、とりあえず今一番

混む土曜日の午前外来の受付終了時間を来年から１２時から１１時３０分に早めようと思ってい

る(午後外来の１５時～１７時は同じです）。 

 

異常な混雑を避けるため、土曜日以外に受診できる方は、なるべく平日の受診をお願いいたしま

す(午後が比較的空いています）。 

年末までは忙しい 2010/11/14  

１１月に入って、１日の患者さんの数が１００人を超えた日がすでに４日。 

３日連続の時もあり、平均患者数も９０人を超えている。 

当然検査数も多く、１日で内視鏡件数が２０件といった日もあった。 

忙しいから、仕事終了後は次の日のための体調管理に明け暮れる。 

次の日まで疲れが残らないように、ウォーキングに半身浴、そして高周波治療を欠かさずおこな

っている。 

夜更かしの連続だった勤務医時代とは、自己の体調管理にかける時間は雲泥の差だ。 

ただ、ここまで仕事がハードだと、高周波は横になって本を読みながらおこなっているので、途中

で必ず寝てしまう。 

半身浴中も通常は読書をするのだが、３Ｐで眠くなってしまう。 

５時間睡眠の僕としては珍しく７時間余り寝ているので、体調はよいのだが、極端に読書量や執

筆時間が減り、研究会にも行けないのは問題だ。 

しかし、これはうれしい悲鳴。 

年末までこういった忙しさが続くだろうが、頑張らねば・・・・・・。 

オーリングテスト 2010/11/13  

薬でもよく効きが、副作用の可能性が高いものがある。 

そのような薬を処方する場合、今までは十分に副作用の可能性を説明して出していたが、最近は

必ずオーリングテストをするようにしている。 

オーリングテストは、合わない薬や食物などを左手に持った状態では、右手の親指と人差し指で

作ったリング（オーリング）が弱い力で開いてしまう、という現象を利用している。 

ある本によると、動物は体に合わないものを口に入れた瞬間、脱力感を感じ、食べるのをやめるら

しい。 

動物には、そういった反応が出るらしく、同じようなテストにキネシオロジーテストというのも

ある。 

オーリングテストは独学でやり始めたばかりだが、初心者の僕がやっても、副作用が出た薬では

ほぼ確実にオーリングが開く。 

薬を処方する際、これで副作用の可能性をチェックしながら出せるのはとてもありがたい。 
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その他、感染性腸炎の菌種の同定（培養だと１週間ばかりかかってしまう）にも有効な感触を得て

いる。 

これで臨床の幅が広がってきたことを実感しているが、問題は時間だ。 

ただでさえ忙しい外来ではすべての処方薬のチェックはできない。 

薬以外にも様々な診断の補助になるようだが、そこまでの余裕はない。 

とりあえず、初回処方で副作用の可能性の高いものなどに限りチェックするようにしている。 

甘いものが無性に食べたい時 2010/11/03  

甘いものが無性に食べたい時がある。 

たしかに疲れたり、ストレスがかかると脳が低血糖になり食べたくなるのは分かる。 

しかし、それ以上に無性に食べたくなる時があるのだ。 

長年の経験から、僕の場合は風邪をひきそうな時だと分かってきた。 

このときにたくさん食べるとまず風邪をひくことを数年前に気がついた。 

このときの欲求は強烈で我慢するのは難しいが、我慢して小食にしているとまずひかない。 

 

「患者さんではどうか」と聞きとり調査をしてみると、多くの人が風邪をひく前に無性に甘いも

のがほしくなっている。 

そして、たくさん食べた場合、風邪をひくことが多い（家内のようにケーキを山ほど食べても大丈

夫な人もいるが）。 

だから、異常な食欲と風邪との因果関係を注意深くみて、僕と同じように前兆になる場合は、小食

にして早く寝るように指示している。 

 

腸の痙攣で強い痛みをおこす場合も、ある特徴がある。 

疲れ気味、あるいはストレスが多い時に、過食、とくに脂肪食の過食（その時は脂っぽいものが無

性に食べたくなる）、もしくは過飲（酒や冷たいもの）で強い腹痛が出ることが多い。 

腹痛をよくおこしている患者でもほとんどがこの因果関係に気付いていない。 

これに気付くと、腹痛、とくに腸が過敏な人の痛みはかなり予防できるのだ。 

 

「身体が欲するものを食べなさい」というのは一面ではあたっているが、すべてではない。 

体調の良い時の声は真実の声なのだろう。 

しかし、病気になるそうな体調が落ち気味の時の「何かを食べたい」という声は偽の声なのだ。 

インフルエンザ 今年の流行は？  2010/10/30  

先日インフルエンザ・予防接種の勉強会に参加した。 

今年の流行であるが、今、香港でＡ／Ｈ３Ｎ２(香港株)が流行していることから、早晩日本にも入

り、流行の主体となるだろう、ということだった。 
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昨年流行ったＨ１Ｎ１(新型)は散発的な流行になるだろうということ。 

ただ、昨年打った新型のワクチンの効果はすでに切れており、単回接種の場合、半年後には効果が

ほとんどないことが証明されている。 

今年のワクチンは、この香港型、新型ともに有効（Ｂ型も）であるゆえに、まだ流行ってはいない

が、ワクチンの効果が出るのに１カ月くらいかかることを考えると、そろそろ予防接種をされる

ことをお勧めしたい。 

熱が出ると肩こりが治る 2 010/10/18  

重い荷物も持って身体がゆがんだせいか、アフリカから帰国後から肩こりが続いていた。 

運動したり、高周波治療をしても効果は一時的。 

忙しい診療が終わると肩がバリバリに凝っていた。 

それがあることをきっかけにきれいに治ってしまった。 

それは風邪をひいたからである。 

久しぶりの風邪だった。 

３日間熱が出て、その後も咳が続いた。 

だが、肩こりは解熱と同時にみごとに消失した。 

なんと楽なのだろう・・・・。 

 

風邪で安静にしていたから肩こりが治ったわけではない。 

通常通り過酷な診療をこなしていたにも関わらず治ったのである。 

自分は風邪をひいて熱が出ても解熱剤は使わない。 

もっと熱が出て早く治れ（熱が上がったほうが免疫力が高まる）と祈っていた。 

だが、今回はたちの悪い風邪だったようで久しぶりに少し長引いた。 

過労・ストレスでよほど身体に老廃物がたまっていたのだろう。 

 

東洋医学では、風邪は、過労やストレス、過食などで身体にたまった老廃物を浄化するために、あ

えて感染をおこす（自らウイルスを取り込み感染を成立させる）と考える。 

まさしくその通りだと思う。 

だから解熱剤はなるべくのまないで水分をとって、寝て、老廃物を出すしかないと思っている。 

熱が出て、小食にして、十分に汗をかいたあとは、凝りなどの症状は一掃されていることが多いの

である。 

クリニック開院５周年 2010/10/03  

５年前の１０月１日に開業した。 

もう５年、いやまだ５年しかたっていないのか・・・・・。 

この５年は長かった。 



 

日記 2010 年 

年とともに時の流れは速くなるはずだが、この５年はそうではなかった。 

おそらく人生のなかでこれほど長く感じた年はなかった。 

それほどたいへんで、また充実していたということだろう。 

最初の１ヶ月間の１日平均患者数は１８人。 

それが直近の１ヶ月の１日平均患者数は８１人にまでなった。 

スタッフも３倍以上に増えた。 

 

患者数が増えたからたしかに忙しい。 

人数が増えても質は落としていない。 

だから仕事が終わると疲労困憊している。 

１００人診た日の疲れは２～３日残る。 

日々が自己の体調管理との闘いだ。 

しかし、これで不満を言うのは本末転倒。 

多くの患者さんが来てくださることは、とてもありがたいこと、幸せなことだと思っている。 

 

基礎固めに５年かかると思っていたが、その土台はできてきた。 

今後は増患しても、いかに今の質を保つか、できれば質を上げていきたいと思っている。 

ということは、職員全員の能力アップ、効率化、ハード・ソフトの充実に取り組んでいかなければ

ならないだろう。 

 

１０月１日は少し早めに着こうと思って家を出たが、人身事故で電車が遅れ、いつもより４０分

到着が遅れた。 

着いたのは診療が始まる１０分前。 

いつもは８時２０分ころに仕事場に着き、自分で紅茶を入れ、書類に目を通してからスタッフミ

ーティングをおこなう。 

遅れてしまったので、すぐに診療開始と思っていたが、机には紅茶がいれてあり、「祝５周年」と

書かれたお菓子がおいてあった。 

スタッフの心遣いなのだ。 

こういったことはよくあり、その心配りに感動することが多い。 

ここまで順調に来れたのは、ひとえにスタッフのおかげだと思っている。 

多くのスタッフは「ここまで頑張ってくれるのか」というほどクリニックのために働いてくれて

いる。 

こういうスタッフに助けられながら診療をおこなえること、多くの患者さんが口コミで来てくれ

ていることををとても幸せだと思っている。 
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だから「疲れた」なんて言っていられない。 

日々自己管理をしながら、よい診療をすることでお返しをしなければ・・・・。 

アフリカ取材日記 ９月 8 日  

マサイマラ・フィグツリーキャンプ→ナイロビ 

2010/09/26  

朝 6 時 20 分に出発。 

今日はやや曇っている。 

そのおかげで光が弱く太陽が赤く染まってくれた。 

見た目には絶好の朝日なのだが、こういった太陽は写真にするとつまらないことが多い。 

地平線に動物がいればまだしも、そうでなければ地上の動物をある程度出そうとすると太陽がう

すい色になってしまい、なんともつまらない写真になってしまう。 

今日もそんな感じだった。 

ライオンの群れを見つけたのだが、草むらの中なのでてんで絵にならない。 

この群れのライオンたちはたくさんのヌーがいるので容易に狩りをしてしまう。 

まわりにはたくさんの死骸が転がっている。 

ハゲワシも満腹なのか死体があっても寄りつきもしない。 

その後一度狩りをこころみるが、満腹なので本気ではなく、簡単にあきらめてしまった。 

草も高く写真にはならなかった。 

次にチーターを発見。 

昨日ヌーを仕留め食べていた大きなオスチータだ。 

そばにトムソンガゼルがいて、狩りをしそうな雰囲気。 

忍び寄る体制にはいっていた。 

しかし狩りはしないだろうと思っていた。 

昨日チーターには大きすぎるヌーの子どもを仕留めたのだから。 

案の定、すぐに寝転んでしまった。 

今日一日は昼寝をして過ごすのだろう。 

その後はなにも見れずに 8 時半にロッジに戻る。 

朝食を食べ、10 時に出発予定。 

今回はかつてないほどのんびりやっている。 

いつもなら 9 時半にはサファリに出ていたのに。 

10 時にチェックアウトをして、ゆっくりサファリをしながらナイロビに戻る予定。 

まずはライオンの所へ。 

ヌーの群れがタレックリバーを越えようとしていて、それを藪に潜んでいるライオンが狙ってい

たのだ。 

しかし、本気度が違って、簡単にあきらめてしまった。 
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それでもくれだけヌーがいるから、時々狩りに成功しているようだ。 

その後は 12 時まで何も見れず。 

だいたい最終日はこんな感じで撮れたことはないな、なんて思っていたら、マサイマラを出てし

ばらくしたところで思わぬものが目に飛び込んできた。 

岩場を走っていたら、赤紫と青紫色の派手なアガマトカゲがいて、何かくわえているではないか。 

９６０ｍｍの超望遠で見ると、口からはしっぽと足が出ている。 

小さなトカゲを食べているのだ。 

獲物が大きく幸いした。 

ゆっくり飲んでくれたので撮影することができた。 

これで今回のサファリは終了。 

一路ナイロビへ。 

今回は珍しくナイロビで一泊する。 

帰国の予定が早まったので、いつもとまるフェアビューホテル（こじんまりとした簡素なホテル）

がとれず、パンアフリカンホテルに泊まる。 

 

今回のサファリを総括すると良い時と悪い時の差が激しかった。 

前回はエルニーニョの影響で最悪だったが、今回はそれほどでもないにしても厳しい条件だった。 

天気が悪く光がなかった。 

ヒョウは結局見たが一度もシャッターを押さず。 

チーターの撮影できたのは半日にのみ（これは劇的だったが）。 

ライオンの小さな子どもは見れず。 

狩りも撮れず。 

その他のネコ、サーバル、カラカルは一度も見れず。 

川渡り見るのは見たが、雨の影響で砂ぼこりがたたず。 

また規制が厳しくなり、よい条件では撮れなくなっている。 

昔からするとこんな条件が悪かったことはそうない。 

しかし、それでもわずかなチャンスを生かせたように思う。 

そういった意味ではついていた。 

自分のなかで写真のバリエーションが確実に増えていった。 

ただ、マサイマラが劣化しているのは間違いない。 

ライオン、チーターなどのネコ属は激減している。 

前回は執念で、今回はつきで撮れたが、今の状況では写真を撮りたくてマラに来ても昔のように

は撮れない時代になってきているのを痛感する。 

いずれツアーの再開も考えていたが、こんな条件では無理だろう。 
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動物を探すだけで神経を擦り減らしてしまいそうだ。 

それにしても去年川渡りでよいのが撮れて本当によかった。 

システムが変わらない限り、川渡りのよい写真は今の条件で条件では当分望めないだろう。 

アフリカ取材日記 ９月 7 日  

マサイマラ・フィグツリーキャンプ 5 日目 

2010/09/25  

朝 5 時起床。 

5 時半にカメラ機材をフロントに預けて、バルーンサファリに出発。 

機材はドライバーがピックアップして、バルーンを追いかけてくることになっている。 

バルーンサファリだとランディングの後、シャンパンを飲みながら原野で朝食をとる。 

それはそれでよいのだが、僕にとっては時間の無駄。 

ドライバーがランディング後すぐに僕を拾い、サファリに出るつもりなのだ。 

バルーンサファリは 6 時 15 分くらいに離陸。 

パイロットは知り合いになった韓国人のキムさん。 

20 年からバルーンに乗り続け、3 年前にケニアに来たそうである。 

その前はカナダだったとのこと。 

佐賀でおこなわれたバルーンフェスティバルにも参加したらしい。 

天候は上々。 

ヌーも多い。 

飛んでみて思ったのだが、撮影は思いのほか難しい。 

まず暗い。 

最初のうちは充分なシャッタースピードが確保できない。 

晴れていて、である。 

最初のうちはＩＳＯを８００にして撮っていた。 

離陸してすぐにヌーの大群との遭遇があった。 

画面の上のほうにタレック川にそって生えている木々、そのうえにわずかに写る空、川より下の

画面は一面ヌーでおおわれている、そんな写真が撮れた。 

暗くてブレてしまったか、と思ったが、感度を８００にあげて正解。 

うまく撮れていた。 

飛行中、ライオンが狩りのシーンを見た。 

だが、あまりにも早く写真にはならなかった。 

今日は２４－１０５ｍｍ、１１２－３２０ｍｍ（７０－２００ｍｍが７Ｄにつけるとこの画角に

なる）のレンズを持っていったが、もっと望遠を持っていけばよかった。 

バルーンサファリ自体はとてもよく、感動した。 

ヌーの群れの大移動の感じが少し写真で描けたのではないか、と思う。 
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ずっと前にウルトラライトプレインでマラの空を飛んだが、その時とはちがったヌーの写真にな

った。 

バルーンは曇ったらまず写真にはならない。 

450 ドルもするので、ちょっとしたかけである。 

着陸した場所がマラ川の手前。 

そこにはおびただしい数のヌーが集結していた。 

すぐに渡りそうな気配なので、車に乗り換えすぐにサファリ。 

だが、その群れにライオンが近づいてきてしまい、結局渡らなかった。 

その後サンドリバー沿いに以前見た 6 頭の子連れのチーターを探すが見つからず。 

タンザニアに行ってしまったのだろう。 

サンドリバーにヌーとシマウマが向かっているので「渡るのだろう」と思い待っていると、水を飲

んだのみで戻ってしまった。 

その後、マラ川を渡り、セレナ地区へ。 

川渡りを見るためだ。 

ポイントに向かっていくと向こうで渡っているのが見える。 

急行して撮影に入る。 

誰もいないので好きな場所が選べるはずなのだが、よい場所がない。 

正面はブッシュで撮影にならないのだ。 

やむをえず離れて撮りながら、渡るポイントが移動してくるのを待つ。 

しばらく待っていると、渡りのポイントが移動し、車の正面から渡り始めた。 

ただし、土が濡れているので砂ぼこりがたたない。 

正面から飛び込んできてもつまらない写真にしかならない。 

場所としてはよくないのだ。 

おまけにレンジャーがやってきて、「正面に車をつけるな」という。 

「正面つけたのでではなく、群れが移動してきたのだ」とドライバーは反論するが、認められなか

った。 

これは明らかにレンジャーがおかしい。 

難癖としか思えないが、今のセレナ地区は規制ばかり厳しく、サファリがつまらなくなっている。 

リピーターたちはここを避けるようになってきている。 

実際僕も今回は 3 泊しかしなかった。 

以前は 1 週間くらいは泊っていたのに・・・・。 

そこで別の場所に移動することにしたが、またしても渡りが始まっていた。 

待たずに見れるのはラッキーなのではない。 

多くは「よい場所がとれない」ということだ。 
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ここは渡りとしては良い場所だが、規制によりかなり遠くからしか撮れず、おまけに渡る所に倒

木があり、さらには土埃もたたない。 

これではまったく撮る気にもなれない。 

結局シャッターは押さず見ていただけ。 

その場所で久しぶりに会った動物写真家のＩさんとしばし情報交換。 

12 時になったのでロッジに戻ることにした。 

1 時半にロッジに到着。 

 

午後のサファリは 4 時半から。 

ドライバーがガソリンを入れに行くというので出発を 30 分遅らせたのだ。 

カーパークでぼんやりサバンナを見ていると、マサイ族の犬が 2 頭トムソンガゼルの幼獣を追い

かけまわしていた。 

天気はここのところ朝はよいが、午後 3 時をすぎると雲に覆われてしまう。 

今日は出発してすぐにスコールになった。 

ライオンが獲物のヌーをひっぱったり、藪の周囲でじゃれあったりしていたが、暗いし草も高く

撮影にはならず。 

その後、若いライオンがヌーを追いかけまわしていたが、これも暗くて撮れず。 

5 時になるとまったく光がない。 

そのまま日没もだめであった。 

６時半にロッジに戻る。 

夕食の時にバルーンパイロットのキムさんが、僕の前に座っている日本人を紹介してくれた。 

よく見るとなんとアルピニストの野口健さんではないか。 

友人と 2 人で来ていて、話してみると、なんと今朝同じバルーンに乗ったようだ。 

気が付かなかった。 

1 時間ばかり 2 人と話し込む。 

明日でサファリは最後。 

昼までサファリをしてナイロビに戻る予定である。 

アフリカ取材日記 ９月 6 日  

マサイマラ・フィグツリーキャンプ 4 日目 

2010/09/2  

朝６時１５分に出発。 

今日はよく晴れているが、東の空に雲がまったくない。 

案の定、日の出の光は強すぎた。 

多少雲がなければ日の出の写真はだめなのだ。 

日の出の写真がだめだったので、日の出の強い光の逆光でヌーの群れを狙う。 



 

日記 2010 年 

蛇行しながらこちらに向かってくるよい写真が撮れた。 

その後は、ハタオリドリを朝のきれいな光で撮影。 

かなりアップで撮れた。 

その後はブッシュラークがさえずっているところやマウスバードの群れ、カッコウなどを撮影す

る。 

相変わらずヒョウは見つからない。 

8 時半に朝食。 

そのそばの枝にハチクイ鳥がやってくるので狙う。 

まさに名の通り、ハチなどの昆虫を食べる緑色の小さなきれいな鳥。 

滑空しながら昆虫を捕まえ、枝にとまってから食べる習性をもっている。 

獲物が大きいと枝に打ちつけて飲みやすくしてから放りあげるようにして飲み込む。 

そのシーンを撮影。 

1 羽が口にくわえているところにもう一羽が飛んできて同じ枝に止まる瞬間も撮れた。 

ここで 30 分も粘ったかいがあった。 

かなり昔このシーンを撮っているが久しぶりだ。 

逆にこういったシーンを粘って撮るというのはほかに撮るものがない証拠。 

その後、チーターがいるというので行くがブッシュで寝ている様子。 

見もせずに川に向かう。 

どうも川渡りがありそうなのだ。 

川に近づくとおびただしい数のヌー。 

川の手前で交尾しているトムソンガゼルをアップで撮影。 

川に向かう。 

するともうすでに渡り始めていた。 

対岸を見るともう数千頭は渡っている。 

まだまだ渡りは続いている。 

すごい数だ。 

だが場所が悪い。 

こちら（ムシアラ）側からあちら（セレナ）に渡る逆方向の撮影になるだけでなく、大きなブッシ

ュが立ちはだかって川に入る所が全然見えない。 

セレナ側の車にとってもよくない場所だ。 

ブッシュとレンジャーの車でまったく近づけない様子。 

土埃はあまりあがらず、ジャンプも皆無。 

渡りとしては最低であるが、数は今まで見たなかで最高だった。 

多くの車は渡っている最中に帰ってしまうほど（途切れてもいないのに）長い渡りだった。 



 

日記 2010 年 

だらだら渡り、時々激しく渡る。 

断続的だが途切れている時間は少ない。 

それで 1 時間以上たってもまだたくさんのヌーやシマウマが残っている。 

トピやガゼルも渡りたい様子。 

しかしいくら見ていても面白くない。 

帰ろうと思った時に渡りのポイントが変わり、僕らの車の前から渡り始めた。 

逆向きだが、川に入る群れ、泳いでいる群れ、対岸にあがろうとしている群れ、崖を登りきった対

岸の群れが同一画面に入った。 

最高の写真ではないが、今まで撮っていないシーンだ。 

だが、それ以上のシーンにはなりそうにないので、渡っている最中に帰ることにした（こんなこと

は初めて）。 

それにしてもムシアラ、インターピット、フィグツリーエリアはおびただしい数のヌー。 

「渡りは終わった」と聞いていたが、実はこれからもまだまだ続きそうだ。 

ドライバー曰く 10 月まで続くとのこと 

やはりエルニーニョで、移動に変化が生じているのだろう。 

1 時半にロッジに戻る。 

 

この時間に戻ると昼はあわただしい。 

画像データのチェック（いらないものを捨てる）後、ビュワーへの取り込み、それをＰＣへの転

送、ＰＣから外付けハードディスクへの転送をおこなう。 

データは 3 重に保存している。 

そして昼食。 

その後日記をつける。 

これでは執筆の構想や読書の暇はない。 

いつもならこの時期川渡りを何時間もひたすら停車した車の中で待つので、その間にいろいろな

ことができる。 

だが今日は川渡りを狙える状況ではなかったので、読書が進んでいない。 

今日の渡りも待たずに見れたし・・・ 

いつもなら５～６冊は読んでいるところが、まだ 3 冊しか読めていない。 

チーターやヒョウの所で待つこともなくひたすら被写体を求めて移動している時間が長い。 

今日も 4 時に出発するが 6 時までひたすらヒョウを探すのみ。 

シャッターを 1 度も押さず。 

6 時過ぎに樹上にヘビクイワシが 2 羽いるのを発見。 

空がよければシルエットで良い感じになるのだが、今日の空はだめだった。 



 

日記 2010 年 

5 時には暗くなり、6 時ころ一時明るくなったが、とにかく雲が厚い。 

6 時半にライオンが獲物を狙っているのを発見。 

どうも傷ついたヌーがいてそれを見つけた様子。 

ヌーは草に座り込んでいる状態。 

そうとう弱っている。 

近づいたライオンは、３ｍほど手前で止まりヌーの様子を見ていた。 

その瞬間を撮ろうと思ったが、何せ草が高くヌーが半分隠れている。 

逡巡しているうちに襲いかかってしまった。 

そのシーンは撮ったが、とにかく暗い。 

ＩＳＯを８００にあげても４0 分の１くらい。 

当然ライオンが動いているからブレてしまった。 

その後のどを噛んでいるところは撮れた。 

一挙に群れがやってきたところも撮れたが、とにかく暗い。 

それにしてもライオンの狩りの写真がなかなか撮れない。 

追っていることろは 1 度撮れているが、捕まえる決定的な瞬間がなかなか撮れない。 

チーター、ヒョウ、ハイエナはしっかり撮れているのに、どうも相性が悪い。 

まだまだ通い続けねばならないのだろう。 

日没はまったく見えず。 

6 時 40 分にロッジに戻る。 

アフリカ取材日記 ９月５日  

マサイマラ・フィグツリーキャンプ ３日目 

2010/09/22  

昨晩は夕食の頃から寒気がしてきて、頭痛がする。 

「やばいな」と思いつつも、どこの感染なのかまだ分からない。 

「このまま治してしまえ」と思い、葛根湯を２Ｐのんで早めに寝た。 

今日は多少改善傾向。 

ハードなサファリはやめにしておこうと思い、朝 6 時 20 分にロッジを出る。 

今日は天気がよい。 

相変わらずロッジの周辺はヌーが多い。 

日の出は抜群によかった。 

その前に空がピンク色に染まった時にエランドを撮影。 

だが、日の出の時はヌーしかいなかった。 

それも多すぎて重なってしまう。 

やむをえず 1 頭と日の出を撮ったが、神々しい日の出だったので、3 頭くらいと撮りたかった。 

多すぎて重なってしまうか、1 頭離れたやつしか絞り込めなかったのは残念だった。 



 

日記 2010 年 

しかし、今回はいたって冷静。 

そこで興奮することもなく、悔むこともなく・・・・。 

これも運なのだ。 

その後はタレック川沿いをサファリ。 

ヒョウを探すが見つからず。 

8 時前に先日と同じような感じで蟻塚の上のトピを逆光できれいな雲を背景に撮影。 

雲と光の感じが絶妙。 

この前よりよい出来だ。 

その後昨日のジャッカルの兄弟を少し撮影した。 

8 時過ぎに 2 頭のオスライオンを発見。 

この地域の群れのボスだ。 

立派なたてがみのライオンだが、寝そべっていて起きる気配がない。 

時々目を覚まして頭をあげるが、それも 1 頭ずつ。 

朝食を摂りながらしばらく待って、やっと 2 頭が頭をあげた瞬間を撮影。 

その後はゾウの喧嘩、樹上のフクロウなどをみるがいずれも撮影できず。 

ただ走りまわるのみ。 

11 時半にロッジの手前で病気のヌーがうずくまっているのを発見。 

中枢神経系がやられているのだろう、歩けない。 

ただし栄養状態がよいので急性の変化なのだろう。 

毒蛇にでも噛まれたのだろう。 

近寄ってヌーの歯をアップで撮影。 

なかなかヌーの歯なんてみれないからだ。 

今日は珍しく 12 時にロッジに戻った。 

 

ゆっくり休んだせいか体調は回復。 

午後のサファリは 4 時から。 

適度に雲があってよい感じだ。 

しかしヒョウもチーターもライオンもいない。 

2 時間は走りまわるのみ。 

今度は別のフクロウを見つけるが遠くて撮れなかった。 

6 時過ぎてから光が抜群によくなってきた。 

きれいな空を入れてヌーを撮る。 

しかしこのような写真は過去に何度か撮っているので目新しくはない。 

日没は抜群によかった。 



 

日記 2010 年 

その最中にハイエナの狩りが始まった。 

だが暗いし、すでに良いのを撮っているので今は日没の写真に集中した。 

地平線の上のヌーではなかったが、大群とアカシアの木を入れてきれいな夕陽が撮れた。 

今日は朝日も夕陽も抜群だった。 

日没後の奇麗な空をバックに地平線上のヌーの行進を撮り今日のサファリは終了。 

6 時 40 分にロッジに戻る。 

 

一人さびしく夕食を摂っていたら、ロッジのバルーンパイロットであるキムさん(韓国人)が話しか

けてきた。 

何度もこのロッジに泊っているので彼の顔は知っていたが、話すのは初めて。 

意気投合し、明後日のバルーンが空いていれば乗せてくれるとのこと。 

バルーンは高いので過去取材コマーシャルの取材で一度乗ったのみ。 

だが、今はヌーが周辺に多いので、チャンスといえるだろう。 

天候がよければ挑戦してみよう。 

アフリカ取材日記 ９月４日  

マサイマラ・フィグツリーキャンプ ２日目 

2010/09/20  

朝 6 時 20 分に朝食を持って出発。 

今日は快晴だ。 

東の空は雲が少ないので日の出の光は強いだろう。 

ロッジを出てすぐに周囲はヌーの大群に埋め尽くされている。 

ヌー以外の動物を探すが見つからず、日の出はヌーと撮る。 

予想通り光が強すぎた。 

しかしその後がよかった。 

ヌーの群れの行進を日の出直後の黄金色の逆光線で撮る。 

後ろに連なるヌーの群れ、そして砂ぼこり。 

これが撮りたかったのだ。 

ヌーの群れの行進のシーンは難しい。 

今までいくら撮ってもだめだった。 

黄金色の光でも何度も撮っているが群れの規模が小さかったり、バランスが悪かったり。 

今日のは、今までのベストショットかもしれない。 

ドライバーに見せたが、あまりよくわかっていない様子。 

たしかにこのシーンで彼は車を止めようとしなかった。 

ようするに僕の世界なのだ。 

後で見返してみたが、やはり香り立つような写真だ。 



 

日記 2010 年 

今日は空がよい。 

日の出の後も空の青さが際立っている。 

おまけに虹まで出たのでヌーの群れと撮る。 

その後は移動ばかり。 

7 時 45 分になると、今までの青い空が少しずつ水色がかってきた。 

よい光・色ははかないのだ。 

10 時にサロバロッジに給油に向かう。 

久しぶりに訪ねたが、雰囲気のあるロッジだ。 

以前ここの池にオオヤマセミがいるのを発見し、今まで一度も撮ったことがなかったのでサファ

リに出ずに狙ったことがあった。 

遠い昔の話だが、なつかしい思い出だ。 

給油を終え、10 時半にトムソンガゼルが 1 頭寝そべっているのを発見。 

すぎにピンときた。 

出産だ。 

立ち上がったガゼルの下には生まれたばかりの子ども。 

今生まれたばかりだ。 

なんとタイミングのよいこと。 

いつもは 1 時間も 2 時間も生まれるまで待つのだが・・・。 

母親が子供を舐めるシーン、羊膜をはがすシーンなどがばっちり撮れた。 

今まで 3 回ほど撮っているが、今回のは草がない場所でベストショットだ。 

その後、子供が立ち上がりお乳をのむところを見届けてその場所を移動することにした。 

離れようとした時、横で見ていた老人からＧｏｏｄ Ｌｕｃｋと話しかけられた。 

その老人の車は、前から気付いていたのだが、一人で運転しながらゆったりとサファリをしてい

る。 

ほんとにゆったりと。 

ただヌーの群れが行進していくのを 20 分も 30 分も眺めている。 

そしていつも顔が合うと満面の笑み。 

ガゼルの出産シーンでも「素晴らしい」を連発していた。 

写真も撮らず、じっと双眼鏡で眺めている。 

多くの車は、僕の車が止まっていると寄ってきて何がいるのか（遠いし、子どもは小さくうずくま

っているので分かりにくい）と聞き、数分見て、写真を撮ってすぐに行ってしまう姿とは対照的だ

った。 

その後、車を走らせていると突然藪のなかから大きなオスライオンが飛び出してきた。 

ゾウがそのブッシュに入ってきたので驚いて出てきたのだ。 



 

日記 2010 年 

ライオンもゾウにはかなわない。 

すごすごと移動していった。 

その後、昨日の場所でヒョウを発見。 

今日は近くの木の上で寝ている。 

だが、枝だらけの木なので撮影にはならない。 

その後は空とシマウマを撮ったのみ。 

1 時にロッジに戻る。 

1 時半から昼食。 

あれほど晴れていたのに、これを書いている午後 3 時は強風が吹き荒れている。 

スコールになるのだろう。 

 

午後のサファリは 4 時から。 

小雨は降ったが結局この辺にはスコールは来なかった。 

ただし遠くで相当降っている様子。 

雲が多い。 

ロッジを出てすぐに雨雲の一部が切れ、そこだけが狭い範囲で青い空と白い雲になり、その隙間

から放射状に光が漏れている。 

きれいな空だ。 

ヌーの群れと撮る。 

その後はタレック川周辺をサファリするがほとんど何も見られず。 

途中でドライバーが珍しい鳥だと言うので、８００ｍｍで撮るが、いかんせん遠い。 

ホワイトヘッドバーベッツというらしいが、記念撮影のみ。 

それでも口をあけた瞬間を撮っているが。 

5 時すぐにジャッカルを発見。 

子どものようだ。 

寄ってみると巣穴とその周囲に 4 頭の子どもたちがいた。 

それほど小さな子どもではない。 

道わきに巣穴があるせいか寄っても全然逃げない。 

骨片やプラスチックのビンで遊んだり、じゃれあったりするが、いかんせん光がなくてつまらな

い。 

6 時になったのでロッジに向かう。 

途中雨雲とヌーを撮る。 

日没はだめだった。 

それにしても雲が多い。 



 

日記 2010 年 

アフリカ取材日記 ９月３日  

マサイマラ・セレナ→フィグツリーキャンプ 

2010/09/19  

家の事情で帰国を 2 日早めることにした。 

本来なら今日もう一日セレナに泊る予定だったが、変更してフィグツリーに移動することになっ

た。 

 

朝のサファリは 6 時 20 分から。 

またしても雲に覆われ光がない。 

ドライバーは川を越えてチーターをチェックしに行くつもりのようだ。 

マラ川を越えてしばらくチーターを探す。 

狙いは 6 頭の子連れだ。 

昨日獲物をしとめたが、オスライオンが現れ、バトルを繰り広げたらしい。 

ライオンがいるということは、「小さな子連れは早々にタンザニアに移動するかもしれない」とド

ライバーは言う。 

行っていないことを祈るのみ。 

1 時間ほど探して母親を見つける。 

そばに寄るといるいる約 2 カ月ちょっとと思われる子どもが 6 匹。 

だが、場所が悪くて絵にならない。 

光もない。 

待っていると移動を始めた。 

次に止まった場所は最初よりはよい小さな塚の上。 

母親が呼ぶと一斉に子どもたちが寄ってきた。 

そして 1 列に並んでくれた。 

こんなシーンは奇跡的だ。 

いつもなら１頭は明後日のほうを向いてしまうのだが、一斉にこちらのほうを見ている。 

６頭の子供を撮るのは初めてだが、それがいきなり全部がこちらを向いているなんて、なんとつ

いているのだろう。 

草も邪魔していない。 

光はベストではないが、そんな贅沢は言えない。 

こんなシーンが撮れただけでラッキーだろう。 

その後、母親はすぐに狩りの体制に入った。 

近くにトムソンガゼルがいる。 

6 匹の子どもをきちんと育てているので母親は良いハンターなのだろう。 

案の定、狩りは上手かった。 



 

日記 2010 年 

かなり走ったがキャッチした。 

走っているところは遠くて撮れなかったが、その後の親子の舐め合いが撮れた。 

８００ｍｍでドアップ。 

舐め合いの写真では今まででの中で一番良いだろう。 

その後は小さな木の陰に入り、食べ始めた。 

小さな子どもたちもむしゃぶりついている。 

昨日餌をとられたので相当空腹だったのだろう。 

食べながら少し休んでは舐め合い、また食べ始めるといった感じ。 

ただし木陰で場所はよくない。 

しばらく食べてから子ども同士の舐め合いが始まった。 

２頭の舐め合いを真横から、そして２頭とも舌を出しているところをかなりアップで撮れた。 

完全に木陰だが光は柔らかくて悪くない。 

子ども同士の舐め合いでもベストショットになった。 

あまり長居してもストレスを与えるだろうからその場を去ることにした。 

そのそばで足を痛めたヌーを 2 頭発見。 

川渡りで骨折したのだろう。 

完全にびっこを引いている。 

そこに大きな雌ライオンが近づいてきた。 

これはハンティイングが始まりそうだ。 

この状況ならよいのが撮れるはず。 

そして１０ｍくらいまで寄ってきた。 

ついに目の前でハンティングが撮れるか、とドキドキしてきた。 

そういえば以前にも同じような状況の時があった。 

だが、そのメスは妊娠中だったらしく狩りをしなかった。 

数メートルまで近付いたのに、である。 

今度こそは、と思ったが、気付いたヌーは突然走りだした。 

なんだ、走れるじゃないか。 

ただしふだんの半分以下のスピード。 

ライオンが本気であれば簡単に狩りはできたはずだが、空腹ではなかったのだろう。 

ライオンは追わなかった。 

またしてもライオンの狩りはお預けになってしまった。 

その後はとくに撮るものなく 12 時すぎにロッジに向かう。 

途中、中規模の群れが川を渡り終わったところに出くわす。 

しかし、ここは川岸に近づけないところ。 



 

日記 2010 年 

おまけによい渡りとは何かが分かった今では（分かるまでに 20 年かかった）ちょっとした渡り

では食指が動かない。 

12 時半にロッジに戻る。 

 

午後 2 時 45 分にチェックアウトし、3 時に出発。 

サファリをしながらフィグツリーキャンプに向かう。 

ここも僕の定宿。 

豪華ロッジではないが、質素でよい。 

天候は最悪に近く、光がまるでない。 

途中、キリンやヌーを若干撮ったくらい。 

5 時にキーコロックロッジ（大きな有名なロッジ）に立ち寄り給油しようとするが、ガソリンはな

いとのこと。 

5 時過ぎに若い雌ヒョウを見つける。 

きれいなヒョウだ。 

そばに大きなインパラが転がっている。 

半分食べかけで、ハエが山のようにたかっている。 

獲物があまりにも大きく、この小さなヒョウでは木の上まで運べないのであろう。 

ヒョウは茂みのなかでゆったりとくつろいでいる。 

撮ろうにも枝がじゃ邪魔して無理である。 

おまけに次から次へと車がやってくる。 

光もない。 

ヒョウが茂みから出てきて狩った獲物の所に行く時がチャンスであるが、今日の光の状態だと粘

る意味はなさそうである。 

早々にあきらめてフィグツリーに向かう。 

するとフィグの周りはおびただしい数のヌーの群れだった。 

かつてそういったことが 1 度あったけ・・・・。 

6 時半にフィグツリーキャンプに到着。 

荷物が多いのでレセプションに近いテントをリクエスト。 

以前と比べテントの中が明るくなったし、食事も改善されている。 

それにしてもここ数年は中国人が多い。 

アフリカ取材日記 ９月２日  

マサイマラ・セレナ地区 ３日目 

2010/09/17  

朝 6 時 20 分に出発。 

天気は回復してきた。 



 

日記 2010 年 

日の出はよかったが、ヌーとシマウマしかいなかった。 

日の出前の空がピンクがかったオレンジ色の荘厳な色だったが、ぐずぐずしているうちに色は薄

くなってしまった。 

なんとカメラにコンパクトフラッシュを入れ忘れていたのだ。 

コンパクトフラッシュを探して入れる 1 分の間に色が薄れてしまうなんて・・・・。 

がつがつしていないのはよいが、緊張感が足りないもの事実だ。 

日の出の後、雲に太陽が隠れてしまうが、雲間から光が漏れ、それをバックに蟻塚の上のトピを撮

る。 

風情のある写真に仕上がった。 

７時すぎにハイエナを発見。 

骨を噛んでいるところを撮影。 

朝の柔らかな逆光でよい写真になった。 

8 時に再びハイエナを発見。 

4 頭いたが寄ると 2 頭は逃げてしまった。 

1 頭は骨をかじっていて、1 頭は寝そべっている。 

どうも子どもがいる様子。 

しばらく待っていると子どもが巣穴から出てきた。 

しかしシャイで、少し頭を出すがすぐに引っ込んでしまう。 

どうせライオンもチーターもだめだろうから、そこで粘ることにした。 

しばらくすると子供が穴から出てきたので成獣 2 頭と一緒に撮る。 

もっとよいシーンにならないか、と思っていたら、ドライバーがハイエナのハンティング」とい

う。 

たしかに１頭のハイエナがヌーの子どもを追っている。 

しかし遠い。 

その場所に車を向かわせている間にヌーの子どもは捕まってしまった。 

急行したところ、ハイエナは近づいていくる車におびえ、獲物を放してしまった。 

これは僕にとってはラッキーだった。 

離れて待っていると再びやってきて再度ハンティングが始まった。 

これはしっかり撮らせてもらった。 

追っているところ、ヌーが反撃しているところ、後ろ足の付け根にかみついているところなどが

撮れた。 

ハイエナのハンティングは何度も見ているが、撮れたのは初めてである。 

その後、昨日見たゾウの群れを発見。 

昨日の子どもはしっかり歩けるようになっているので、群れの歩くスピードが速い。 



 

日記 2010 年 

背景の空はよかったがあっという間に道を横切り、ブッシュの中に入ってしまい、あまり撮影は

できなかった。 

その後はほとんど撮影せずに移動ばかり。 

ドライバーはチーター親子を探している。 

他の車が見たようだが結局見つからなかった。 

1 時にロッジに戻る。 

 

午後のサファリは 4 時から。 

朝は青空も結構見えていたのにもう全天の雲である。 

光がない。 

5 時ころにジャッカルの子ども 3 頭を発見。 

しかしオフロードできない場所なので近づけず。 

その後もとくに撮るものはなかった。 

6 時過ぎ、もう光もかなり乏しくなってきた頃、ドライバーが「珍しい」と叫んだ。 

向こうに岩のようなものが見える。 

もしかしてセンザンコウ？ 

寄ってみるとやはりセンザンコウだった。 

動物園で見るような尾っぽの細いものではなくＧｒｏｕｎｄ Ｐａｎｇｏｌｉｎという尾の太い

奇妙な動物だった。 

僕は野生で見るのは初めてだった。 

ドライバーは 2 回目とのこと。 

これはチャンスだ。 

ドライバーは「これはシャイだから音を立てるな」というがまったく動く気配がない。 

頭を草の中に隠している。 

これでは写真にならない。 

光もなくなってきた。 

ゆっくり近づいてみるがやはり頭をかすかに動かす程度。 

１ｍくらいまで寄っても動かない。 

上から撮ったり、かすかに見える顔を入れてとったりする。 

だが、つまらない。 

たんなるよろいのついた物体にしかみえない。 

せっかくのチャンスなのに・・・・。 

15 分ほど待ったがこれはまったく動きそうにない。 

そこでぎりぎりまで近付いてもらい、身を乗り出し、今回持ってきた魚眼ズームで撮影した。 



 

日記 2010 年 

動きはないが、普通のレンズで撮ったものよりおもしろい写真にはなった。 

日没はだめだった。 

アフリカ取材日記 ９月１日  

マサイマラ・セレナ地域 ２日目 

2010/09/16  

朝 6 時 15 分に出発。 

ドライバーがのんびりしているので今日の朝日はだめなのであろう。 

予想通り、全く光がなかった。 

ロッジを出てすぐに 12 頭のライオンの群れ（オスや小さな子供はその場所になかったのでもっ

と大きな群れなのだろう）を発見。 

メインロードから数メートルのところで狩ったばかりのヌーを食べていた。 

暗いので撮影はせず。 

チーター親子(母親と大きな３頭の子供)を探しにタンザニア国境のほうに行く。 

天気は最悪で全天の雲。 

時々雨がシトシト降ってくる。 

とにかく寒い。 

暑い日本からすると避暑としては良いのだが・・・・。 

延々とチーターを探すが見つからない。 

ここ 1 週間ほどは誰も見ていない様子。 

タンザニアのほうに行ってしまったのか。 

草食獣もポチポチとはいるのだが、光がないので撮る気になるようなシーンはない。 

延々と探しながら走り続けるのだからドライバーもたいへんだ。 

止まって撮影していればその間は休めるのに。 

あまりに暇なので目は周囲を見回しながらも音楽でも聞こうと思い、ウォークマンをオンにした。 

ショパンのピアノ協奏曲第一番ホ短調。 

どんよりと曇り、静かなサバンナの雰囲気と同調して、聴き入ってしまった。 

ふだんクラシックが特に好きというわけではないのだが、サバンナに来るとクラシックがなぜか

合うように思う。 

大自然が持つ波長とクラシックの名曲がシンクロするのかもしれない。 

8 時半に朝食。 

やたらと寒いので熱い紅茶が美味しい。 

いつもなら 1 杯しか飲まないのだが、今日は 2 杯のむ。 

しばらく行ったところで M 先生ご夫妻と合流。 

彼らは 3 回目のアフリカ。 

奥さんが内科のドクターでうちのクリニックの近くの病院に勤務している。 



 

日記 2010 年 

ご主人は大学教授でサバンナにはまってしまった様子。 

今年の 1 月にお会いして、いろいろな話をしたのだが、今回たまたま日程が重なったので「フィ

ールドでお会いしましょう」ということになっていた。 

ともにチーターを探すが見つからない。 

12 時頃に新しいヌーの子どもの死体を見つける。 

このあたりにはライオンもいないし、きっとチーター親子が狩ったものに違いない。 

どこかに隠れているのだろう。 

結局午前中に撮ったのはシマウマ親子の数シーンのみ。 

いつもはこのような状況だと愚痴や焦りが出ていたのだが、今回はいたって平静を保っている。 

ドライバーを怒ることもなくなった。 

僕の中で撮りたい、撮らなければというギラギラしたものがあきらかに消えてきている。 

何かやるべきことがあれば撮らしてもらえる、そうでなければ撮れない、ただそれだけだろう。 

撮れなくても自分自身が変わっていければそれでよい、と数年前から言っていたが、やっと言葉

と気持ちの間の解離がなくなってきたようだ。 

ちょっとは成長したのだろう。 

午前中は結局だめで、Ｍご夫妻とお別れして１時過ぎにロッジに戻った。 

 

午後は、ドライバーが「動物が少ないので 4 時からにしよう」と言うので従うことにした。 

出てすぐに川にヌーが集結しているのを発見。 

ただし場所が悪い。 

川渡りの場所は何か所もあるが、ここはあまり良いところではない。 

たとえ条件がよくても絵にならない場所だ。 

おまけに光もなければ、こちら側から反対側に渡るという逆パターン。 

ドライバーはほかに狙いがなさそうなのでここで待ちたい様子。 

「朝ずいぶん走らせたので少し休ませようか」と思い、そこで待つことにした。 

待っている間に読書を始める。 

多田富雄さんの『寡黙なる巨人』。 

まだ読みかけであるが衝撃を受けた。 

多田先生は世界的免疫学者であり、文筆家としてもすぐれ、能への造詣も深い。 

その先生が突然脳梗塞に倒れ、半身麻痺と構口障害、嚥下障害と闘った 1 年間の記録である。 

その苦しみが数ページ読んだだけでひしひしと伝わってきた。 

あれだけの方でもそこで初めて生を意識し、また死を意識し、のたうちまわるように苦しむ過程

が描かれていて、いったい医学は何のためにあるのだろうか、と改めて考えさせられた。 

重い、重すぎる内容だ。 



 

日記 2010 年 

しかし読まねばならないだろう。 

１０Pほど読んだところでヌー達は渡らず移動を始めた。 

さらに場所としては悪いところへ。 

ドライバーはまだ待っていたい様子だが、さすがにここでは待つ意味はない。 

移動を命じた。 

しばらく行くとシマウマに 5 羽のウシツツキ（大型の動物の皮膚につく虫を食べる小さな鳥）。 

顔に 2 羽、足に 1 羽、背中に 2 羽。 

顔の両側に止まってくれと勝手な願いをしたが、それは無理だった。 

一応顔や頭に止まっているところを撮ったがベストショットとは言い難い。 

昼間一時晴れて天気の回復が期待されたが、また全天の雲に覆われてきた。 

「今日もだめなのか」と思った矢先、クロサイを発見。 

小さな子どもがいるというが、母親しか見えなかった。 

おまけにブッシュの間にいるのでこれでは撮ってもつまらない。 

場所を移動することにした。 

すぐにゾウの群れを発見。 

空の色は今ひとつだが、今日はほとんどシャッターを押していないので「まあよいか」と思った。 

だが、ゾウの群れが動かない。 

「もしかしたら出産か」と思ったが、よく見ると生まれて間もない子どもを皆が取り囲んで守っ

ている。 

過去に一度見たことがあるシーンだが、その時の写真は光が今日以上に悪くて今ひとつだった。 

まず群れを撮る。 

どうしても空が入ってしまうが、まあやむをえまい。 

続いてアップ系で撮る。 

しかしどうしても端っこのゾウが切れてしまう。 

そうこうしているうちにゆっくり群れが移動を始めた。 

光がない。 

空も悪い。 

しかしその時、一瞬雲の切れ間から太陽が顔を出した。 

ゾウたちが輝き始めた。 

群れが並んで歩くよい写真になった。 

後は親子だ。 

待っていると親子は最後尾になった。 

ほかのゾウとの重なりはなくなった。 

６００ｍｍでちょうど良い感じで入る。 



 

日記 2010 年 

この画角だと空が入らず、バックはとても良い感じになる。 

すると子どもがお乳を吸い始めた。 

しかしお乳の位置が高いのか、立ち上がるそぶりを見せたりする。 

子どもが足を上げた瞬間、母親の鼻が伸びてきて、その足を下から支えている。 

凄いシーン。 

このような何気ない愛情のシーンにはぐっとくるものがある。 

暗かったので、レンズを解放にして撮ったがうまく撮れていて良かった・・・・。 

その後鼻を絡めるシーンなども撮れ、今までの不振を一気に挽回した。 

帰り際、2 頭の若いオスライオンが道の端（一段高くなっている）に座ってこちらを向いているの

を発見。 

光が柔らかくて良い感じだ。 

おまけに 1 頭があくびをしてくれたり、2 頭でじゃれあったり。 

今日は天気が悪くあまり期待していなかったが、最後で大逆転。 

これだからやめられない。 

6 時半にロッジに戻る。 

アフリカ取材日記 ８月３１日 ナクル湖→マサイマラ・セレナ地区 2010/09/15  

朝は 5 時半起床。 

荷造りをして 6 時半にロッジで朝食。 

7 時過ぎに出発。 

天気は回復傾向であるが、ドライバーはサファリをする気がない。 

それにしても朝から頭痛がする。 

食欲はあるし、だるくはないので感染症ではないだろう。 

もしかしたら、昨日ナクルで蚊が多かったので、蚊取り線香とロッジが用意している蚊取りマッ

トの両方をつけていたのが原因だろう。 

蚊取り線香は寝るときは消えていたが、マットはつけっぱなし。 

こんな毒を吸い込んでいるのだから頭痛がしてもおかしくないかもしれない。 

鼻のアレルギーも出ている。 

まあ移動日だからゆっくり座っていればよいか。 

ゲートを出て３時間でナロックという町に着き、給油。 

今まではひどい道だった本当によくなった。 

道がよいので本が読める。 

3 冊の本を少しずつ読みながら、道が悪くなると CD で小説や講演を聴いていた。 

それからさらに公園のゲートまで３時間弱。 

いつもと違ってマサイマラの西側のゲートから入る。 



 

日記 2010 年 

東のゲートのほうが近いのだが、彼にはそれなりの魂胆があったのだろう。 

ムシアラ地域を偵察したかったのか、それとも道の状態だったのか。 

あとで聞いてみよう。 

空は全天の雲で最悪の状態。 

でもそのうちに変わるだろうから焦ってはいない。 

公園に入るとヌーが多い。 

そのヌーの群れが小さな川（といっても８ｍほど）を渡りはじめた。 

僕らの車は浅い川の真ん中でヌーを真横からみる感じになった。 

川が浅いのであまりジャンプはしないが、時にジャンプするのがいる。 

それを真横でほぼ同じ高さから撮影することができた。 

この角度での撮影は通常の川渡では絶対に撮れない。 

1 時 45 分にマラ・セレナロッジに到着。 

 

午後のサファリは４時から。 

まず川に行くが、ヌーはわずかしかいない。 

今年の川渡りは例年と違い、ほとんど６～７月に渡ったらしい。 

あたりにもヌーの数は少ない。 

水かさは多いのだが、草原はカラカラに乾いている。 

周辺をサファリするが草食獣ばかり。 

それも空がよくないので撮影にはならない。 

昼頃よりも雲がとれて青空がのぞいてきたが、水色の空で、写真としてはだめである。 

結局、逆光でのシマウマの水飲み（かなり遠かったが）を撮ったくらい。 

６時にオスライオン２頭を発見。 

レンジャーがはりついているのであまり近づけず。 

１頭は寝ており、もう１頭は途中から起きてあくびをしたり、歩いたりしていたがいかんせん遠

かった。 

日没はとてもよかったが、被写体がいなくて撮影はできなかった。 

夕陽のよい写真は相当ストックが出来てきているので、最近は夕陽の時でもあまりあくせくしな

くなった。 

アフリカ取材日記 ８月３０日  

ナクル湖フラミンゴテントキャンプ→ライオンヒルロッジ  

2010/09/13  

朝起きてみると予想通り曇っていた。 

全天が雲に覆われ、今日のサファリは光が期待できないかも。 

まあゆっくり出かけることにしよう。 
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７時から朝食。 

８時に出発。 

８時１５分にナクル湖国立公園のゲートに到着。 

入園の手続きをしているとサバンナモンキーが車の屋根や窓から入ろうとしてくる。 

威嚇すると威嚇し返してくる。 

何か食べ物を狙っているのだろうが、あいにく何も持っていない。 

それでも執拗に狙ってくる。 

けっこう凶暴だ。 

８時半にゲートイン。 

いよいよサファリである。 

まずは湖面に行くが予想通りフラミンゴが少ない。 

おまけに昨日の雨で湖岸がぬかるみ近づけない。 

これでは無理だ。 

ただ、いつ来ても思うのだが、毎回状況が違う。 

今回はオオフラミンゴがやたらと多い。 

いつもなら圧倒的多数のコフラミンゴの中にわずかにオオフラミンゴがいるだけなのだが、数百

羽の群れがいた。 

こんなことは初めてだ。 

雨は昨日大量に降ったがそれまではそうでもなかった様子なので雨の影響ではないだろう。 

とにかくいつもと違うシーンは撮っておこう。 

フラミンゴのそばには僕らの車だけだったが、そうこうしているうちにツアーの車がやってきて

観光客たちが記念撮影のために車から降りて湖岸に向かって歩き始めた。 

その瞬間、群れは一斉に飛び立っていった。 

そのシーンはしっかり撮った。 

その後湖岸を離れ、草原地帯をサファリ。 

立派な角を持った白サイの母親と大きな子どもを撮る。 

２頭が走るところも撮るがカメラの設定が動いていて、スローシャッターになりぶれてしまった。 

その後は何も撮れないまま、展望台に向かう。 

降りた瞬間、蚊に取り囲まれる。 

血を吸わないやつかと思ったら、なんとブヨのような大きな蚊で血を吸うやつだ。 

数百か数千匹か分からないが、車の中も蚊だらけになる。 

ほうほうのていで逃げ出す。 

かつてアンボセリで蚊取り線香をたいたら、上からハラハラと蚊が落ち、下が黒くなったことが

あったが、こんなにすごい蚊はそれ以来だ。 
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この蚊はしつこい。 

車を走らせていても開いた天井から次々にと入ってくる。 

マラリヤは持っていないそうだが、これでは撮影に集中できない。 

ロッジに戻る途中、シロクロコロブスという白と黒のきれいなサルを見つける。 

樹上に数頭が見え隠れしていて、小さな子どももいたが高い木の上だったので撮影にはならなか

った。 

その後ヒヒの群れを見つける。 

小さな子どもは母親の背中に乗って移動する。 

何度もそのシーンを撮ってきたがなかなかよい写真が撮れていなかったので、今日もかなりしつ

こく撮る。 

母親の背中の上で子どもが葉っぱを食べているシーン、子供を背中に乗せたままでの水飲みなど

新しい写真が撮れた。 

それにしても天気が悪い。 

通常なら１０時を過ぎると暑くて T シャツ１枚で良いくらいなのだが、今日は昼まで朝のまま４

枚を着こんだままだった。 

１２時半に国立公園内にあるライオンヒルロッジに入る。 

このロッジは１年ぶり。 

年に２回来ていたのだが、去年はナクル湖が１泊のみ（フラミンゴヒルキャンプ）だったので珍し

くここには泊っていないのだ。 

ダイニングがかわり、新鮮な感じ。 

料理はややよくなったか。 

荷物が多いのでレセプションから近い部屋にしてもらう。 

予想通り蚊が多い。 

部屋の中に入ろうとするとワッと押し寄せてきて、数匹は入ってしまう。 

珍しく蚊取り線香の出番になった。 

 

午後は雲ゆきが怪しく、夕方から雨になりそうなので３時と早めに出発。 

動物も少ない。 

５時ころにシマウマの群れをみつけ、光が柔らかくてよかったのでじゃれあうシーンなどを撮影。 

その後はひたすらヒヒの親子を撮影。 

両親に毛繕いしてもらう生まれたばかりの子ども、そして黄色の花がバック。 

よいシチュエーションだ。 

あとは小さな子どもをお腹に抱えさせて移動するシーンを撮る。 

よく見かけるのだが、これは写真になるとつまらない。 
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今日はグリーンバックでよいのが撮れた。 

条件が悪くても今まで撮っていないものはいくらでもある。 

目の付けどころなのだ。 

６時半にロッジンに戻る。 

明日は７時から朝食を持って多少サファリをしてから公園を出ようと思っていたが、ドライバー

はロッジで朝食後７時半に出発し、サファリをしないで直接マサイマラに向かうという。 

どうもここの状況がよくないので早くマラに行きたいのだろうか。 

昔なら１時間でもサファリをしたいと主張していただろうが、最近はのんびりやるようにしてい

るので彼の言うとおりにすることにした。 

アフリカ取材日記 ８月２８日～２９日  

横浜→成田→ドバイ→ナイロビ→ナクル湖 

2010/09/12  

今回は 8 月も診療が忙しく、なかなか準備ができず、本格的に準備に入ったのは出発当日の朝か

ら。 

夜の便なので焦りはなかったが。 

準備には気合が入っていなかったが、今回はアフリカに行きたい気持ちが強い。 

心身ともに疲れていたから、「じっくり考えない、感じる時間をとりたい」と真底思ったのだ。 

ふだんの診療の疲れがジワジワと蓄積しているのが分かる。 

僕自身がそういったことに敏感すぎるのだろうが・・・・。 

準備は午後 4 時に終わり、5 時 25 分に自宅を出発。 

YCAT からリムジンで成田に向かう。 

今までは羽田→関空→ドバイ→ナイロビのルートだったが、今回から成田→ドバイ→ナイロビと、

関空を経ずに行けるようになった。 

それよいのだが、トランジットが 7 時間と長くなった。 

ドバイでのトランジットがだんだん長くなる。 

以前は 3 時間ほどだったのに・・・。 

土曜の夕方にも関わらずリムジンは順調に成田に到着。 

9 時 40 分定刻に出発。 

約 10 時間のフライトだが、夜なので映画を 1 本見て寝てしまった。 

映画はインビクシスで、ネルソン・マンデラの生きざまを描いたもの。 

以前家内と映画館で観て震えるような感動を覚えたが、2 度目もよかった。 

彼は 27 年間も監獄に入れられながら、決してくじけず、大統領になり、人種差別政策アパルトヘ

イトを廃止した。 

普通こうなると黒人たちは今までのうらみから白人を敵視しようとする。 

しかし、マンデラがそれでは決してこの国に未来はないと分かっていた。 
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そのアパルトヘイトの象徴が、ラグビーチーム・スプリングボックだった。 

このチームの名前・ユニフォームを変えようという黒人主体の会議に自ら乗り込み、それを阻止

し、さらにはこのチームの主将（白人）を官邸に招待し、チームの練習場までかけつて士気を高

め、結果として奇跡的な優勝に導く。 

その過程で黒人・白人はともに協力し合うようになるという話。 

たしかにラグビーを政治に利用したのであるが、その絶妙な手腕。 

彼は人間とは何か、ということが分かっていた。 

しかし、そんな彼でも国家のために生きようとする気持ちが強すぎて、家族は離れてしまった。 

その苦しみを抱えつつも国家・国民のために働くマンデラ。 

この映画を観ながら、日本の政治家のレベルの低さに改めて絶望感を感じてしまった。 

男の生きざまを教えてくれる最高の映画だと思う。 

これ以来、僕の尊敬する人のリストにマンデラが入った。 

朝 3 時にドバイ到着（時差は 5 時間）。 

疲れていたので 6 時間ぐっすり眠れた。 

ここから 7 時間のトランジットは長い。 

英語の勉強のために持ってきたショーシャンクの空を見たり、読書、執筆をして過ごす。 

７時間は長いが日本ではこれだけゆっくり執筆をする時間はないので、これもよいだろう。 

定刻より１５分遅れた１１時にナイロビに向けて出発。 

隣の席はナイロビ在住のイギリス人。 

けっこう気さくな方でしばらく話す。 

多少リスニングは進歩したようであるが、しゃべるほうの進歩は遅い。 

機内にいるのは５時間。 

ほとんど読書して過ごす。 

定刻の３時３５分にナイロビ国際空港に到着。 

曇り空で、気温も高くない。 

この天気だと夕方のナクルは雨だろう。 

ナクル湖までは車で約３時間。 

道がよくなったので以前より早く着く。 

ナクル湖の手前からスコールになった。 

道が川になっている。 

舗装道路の脇は川状態で、街中も水浸しであった。 

これでは明日の午前中は湖岸のサファリはぬかるんでしまい難しそうだ。 

６時半にフラミンゴテントキャンプに到着。 

ナイロビに着いた日、多くの人はナイロビに泊るが、僕はここまで来る。 
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半日でも有効活用したいためだ。 

ここは公園外なので遅くなっても大丈夫なのだ（公園内は６時半までにゲートに入らなければな

らない） 

到着後、ゆっくりシャワーを浴び、夕食は７時半から。 

ここの食事は脂っこいので要注意。 

しっかり食べると下痢をしてしまう。 

おかずは少なめにして８時過ぎにはテントに戻る。 

一時雨はやんだが、また降り出している。 

明日は、フラミンゴの撮影は期待薄だろう。 

荷物の整理をし、ゆっくり高周波治療をしながら読書。 

この機械のおかげで重い荷物を持つための肩こりが軽減されてずいぶん楽になった。 

この機械を使っていると気持ちよくて眠くなる。 

疲れもあってあっという間に寝てしまった。 

あと５日でアフリカ出発 2010/08/22  

１０年以上使っていた自分のスーツケースが３年前に壊れ、以後家内の旧式の物（これまた１０

年前のもの）を使っていた。 

しかし、年に２度のアフリカ旅行は、スーツケースにとっても過酷な旅。 

何度も穴があき、それを修理しながら使っていたが、ついに鍵のところがだめになった。 

そこでついに新しいものを注文したのだが、希望の色のものがなくて、なかなか届かない。 

２８日の出発まであと５日だが、まだ届いていない。 

明日届くらしいが、スーツケースがないとなかなか準備のモチベーションがあがってこない。 

 

しかし、今回のアフリカはいくつかの楽しみがある。 

一つは新しいレンズ（超広角・魚眼レンズ）を試すこと。 

このレンズは初めての画角であり、かなり近接撮影できるので、面白い画像になるのではないか

と期待している。 

それに、秋からの連載の構想をじっくり練る時間がとれること。 

ふだんは忙しくてなかなか時間がなかった。 

それに向けて読みたい本もたくさんある。 

ふだんの診療の疲労もピークに達しているので、少し気分を変えてリフレッシュしてこよう。 

ＱＲＳ第２報  2010/08/19  

先日 QRS（量子共鳴分析器）の勉強会に参加したが、その講師の中村先生のクリニック（東京ハ

ートライフクリニック）に見学に行った。 

僕自身もＱＲＳによる診察を受け、新たな発見がたくさんあった。 
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僕の花粉症はスギ、ヒノキ、ハウスダストが原因と思っていたが、QRS ではヒノキやハウスダス

トは陽性だったがスギには反応せずに、シラカンバが陽性に出た。 

今度血液との相関を見てみようと思う。 

自律神経のテストでは、自分でも交感神経優位で緊張型の性格だと思っていたが、それが見事に

数値化されて出てきた。 

ＱＲＳは、西洋医学的診断との相関は８０～９０％と言われているが、「自分の体でいろいろ試し、

生医学的データとの比較をして、納得したらうちのクリニックでも導入を考えたい」と思いなが

らクリニックを後にした。 

昨日の診療では、精神・神経・免疫系がストレスで複雑にもつれながら多彩な症状が出ている患者

が多く来た。 

こういった患者の診療には膨大な時間がかかる。 

ストレスがどこからくるのか、それが疲れなのか、不安なのか、恐怖なのか、それに体の歪みに伴

う自律神経の異常がどうからんでくるのか、などが問診だけではなかなかつかみきれないからだ。 

こういった患者さんがたくさん来ると僕自身の消耗も激しい。 

疲労感が数日尾を引く。 

この機械を使用すると、受けているストレスの性質、感染やアレルギーの原因、薬の副作用の有

無、脊椎の異常部位などが早期に数値的に評価できるので、診療の質を上げることができるだけ

でなく、僕の消耗も減るだろう。 

結果として、診療全体の質があがるはずだ。 

しかし、問題も山積している。 

まずはＱＲＳをやる時間をどう捻出するかだ。 

現在のように８０人近く診ている診療の片手間にはできないだろう。 

特別にやる時間をもうけなければならない。 

置く場所も確保しなければならないし、数百万円というコストの問題もある。 

今の医学のシステムでは、こういった機械は保険請求できないのだ。 

混合診療になってしまうので、自費診療か、保険診療をしながらＱＲＳの使用料金はただにする

かしかない。 

開業してまだ借金生活のうちのクリニックでは、採算がとれないものだけになかなか簡単には導

入というわけにはいかないが、診断の質が上がるのであれば、いずれ導入もありなのか、と思い始

めている。 

熊田千佳慕展 2010/08/15  

横浜高島屋でやっている『熊田千佳慕展』に行った。 

熊田さんは昨年 98 歳で亡くなった細密画家。 

死ぬ直前まで虫や花の細密画を描き続けた。 
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虫の毛や葉の葉脈を 1 本ずつ精密に書いた絵は、息をのむほど美しいだけでなく、1 枚 1 枚から

「生命の本質」が何なのかといったメッセージが僕に語りかけてきた。 

２００点も展示されていたので、すべてを観るのにとても時間がかかった。 

この絵を見ながら伊藤若冲の絵を思い出した。 

伊藤若冲の絵も目を見張るほどの鮮やかさ・精密さでインパクトがあるのだが、その評価が高い

割に僕は好きになれない。 

なぜなら、生き物の目に狂気が宿っているように見えるからだ。 

その狂気はおそらく若冲の目に宿っていたのではないかと想像するのだが、彼の絵からは「生命

の本質」は何も語りかけてこない。 

自然に対する畏敬の念が感じられないのだ。 

どんなに絵の専門家が評価しようと（個性という面で評価しているのかもしれないが）僕の目は

ごまかせない。 

僕の中では、自然を描いたものは、そういった個人の感情や執念といったものがなるべく排除し

たもの(完全には無理だが）こそが本質的であり、価値があると思っている。 

人間のエゴを全面に出さず、おのずからあるだけの自然（自然とはそういうものなのだ）をいかに

そのまま描写しながらも、その中で象徴的な作品に仕上げるのかのほうが実は難しく、尊いのだ

と思っている。 

熊田さんの絵には生き物対する愛情や生命に対する畏敬の念があふれ、結果としてとても個性的

になっているという点において、非常に芸術的だと思った。 

現在評価は決して高くはないかもしれないが、きっと時を経て再評価されるのではないだろうか。 

QRS（量子共鳴分析器） 2010/08/09  

ＱＲＳの勉強会に参加した。 

ＱＲＳとは、非物質的な生命現象に基づく極く微弱な生理的反応を、音に変換、被検者の生理機能

を判定すると共に、その非物質的な情報を生体に入力、生体の持つ自然治癒力の発現を促そうと

する装置。  

臨床における用途は、 悪性腫瘍や結石の有無 、病原性微生物や傷害物質の影響評価 、アレルゲ

ン、食物との相関の判定、薬の作用、副作用の予測などで、それらが１台の機械で測定できる夢の

ような機械だ。 

西洋医学的診断法との相関は８０～９０％とのこと。 

もちろん西洋医学的診断だって１００％ではないので、これは非常に優れた成績と言えよう。 

たとえば、その人の腰痛の原因が腰椎の何番目にあるとか、アレルギーの原因物質が何であると

か、ストレスの原因が不安なのかそれとも過労なのかなんてことまで数値化してみることができ

る。 

この機械はそういった診断だけではなく、そのデーターをもとに作った水などを使って、アレル
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ギーを治したり、痛みをとることもできるらしい。 

実際、体験で痛みが消え、すぐに導入したドクターもいたようだ。 

これがすべて事実であれば、医療の概念が変わるほどインパクトは大きい。 

だが、なぜこの機械によって診断できるのか、いろいろな病気が治るのかが、現代の科学のレベル

では証明できない。 

よって、目に見える物、証明できたものしか信じない科学の世界では、まだ異端児扱いだ。 

量子物理学がさらに進化すれば、その機序も分かってくるのだろうが、それにはまだ時間がかか

るだろう。 

まだ問題点がある。 

この手の機械は当然健康保険が使えない。 

さらに、多数の項目をチェックすれば診断に多少時間がかかるので、１日８０人くらい診ている

うちの診療体系だと導入はかなり難しいだろう。 

だが、発想を変え、診断の精度を上げるために限定した仕様であれば、患者さんの負担も増えない

し、診断の精度があがることは間違いなさそうなので、診療の楽しみが増していくだろう。 

とりあえずもう少し勉強することにしよう。 

ということで、今度、ＱＲＳのみで診療している先生のところに見学に行くことにした。 

井上クリニック 外来情報 2010/08/07  

副院長が夏休みに入るので、８月５日から１２日までは僕が連日外来を担当する。 

８月１３日から僕の休みに入る８月末までは通常通りの診療になります。 

井上クリニックではお盆休みはありません。 

通常通りの診療に戻るのは９月１３日から（８月２８日～９月１０日までは副院長の外来になり

ます）です。 

この間、夏休みによる休診は、８月３１日（火）、９月７日（火）、９月１１日（土）の３日間のみ

となります。 

高血圧の治療が熱中症を引き起こす可能性 2010/07/27  

高血圧の治療が熱中症の誘因となった患者さんを経験した。 

彼は利尿薬の入った降圧剤を服用していた。 

この降圧剤は降圧効果が高く、生活改善ができずに治療がうまくいっていなかった彼にはある程

度の効果があった。 

その彼が全身のこむらがえりで受診した。 

熱中症をまず疑った。 

腎機能障害まで合併しているのでまず間違いない。 

 

問題はその原因であった。 
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話をよく聴いているうちに、熱中症になったのには３つの理由があると判断した。 

ひとつは、激烈に暑い仕事環境と今年の暑さである。 

ただし、前兆は５月頃から出ていたらしいので、暑さだけではないはずだ。 

もうひとつは利尿剤の関与である。 

この薬を服用すると春まではみられなかったこむらがえりが起きやすいので、最近はのまずにい

たが、昨日血圧が高かったので服用したところ全身のこむらがえりがおきたらしい。 

寒い時期は、この薬は有効だったのだが、暑いこの時期にはただでさえ脱水傾向になっていたの

を助長させたようだ。 

さらにもう一つの理由を見つけ出して驚いた。 

もしかしたら熱中症で亡くなられている老人たちの原因がここにあるかもしれないと思ったので

ある。 

彼は猛烈に暑い環境で働いているため、毎日４リットルの水を飲んでいるが、飲んでいるのは水

道水とのこと。 

「塩分は摂っていないの」と聞くと、「塩分制限しろと言われているから」という答えが返ってき

た。 

熱中症予防には、水だけではなく、スポーツドリンクなどの塩分の入っている飲み物を飲むか、梅

干をなめながら(塩分をとる意味で)水分をとる必要があるのだが、彼は、「減塩しろ」という医者

の言うことをそのまま忠実に守っていたのだ。 

たしかに高血圧の患者さんには塩分制限を必ず言い渡している。 

しかし、夏の暑い時は「塩分制限を解除するように」と必ず言わなければならないだろう。 

彼は若かったので回復したが、亡くなられているお年寄りは、もしかしたら塩分制限を守りすぎ

ていたのではないだろうか？ 

過去のスライドを大量廃棄 2010/07/26  

僕の書斎は、８畳弱の部屋を本棚で区切って家内と兼用している。 

初めから家内は「別々の部屋にこもって会話がなくなるのは嫌だ」といっていた。 

狭いマンションなので個室なんて無理だと諦めつつも、最初は違和感があった。 

だが、今では、「家内の言うことは正しかった」と思っている。 

しかし、いかにも狭い。 

荷物が増えるに従ってひどい状態になってきた。 

おまけに昨年あたりから冷暖房がこわれ、暮れあたりからはまったく動いていない 

暑さに強い僕でも、狭い部屋でＰＣと電気をつけているとさすがに暑い。 

まして今年の暑さは尋常ではなく、暑さに弱い家内は限界を超えたようだ。 

そこでクーラーを買いに行った。 

行ったのはよいが、取り付けまでに少しは片付けなければ・・・・、ということで作業に取り掛か
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った。 

僕の所にあるのは、ほとんどが写真関係のものと本。 

なかでもスペースをとっているのはスライドだ。 

最近はデジカメになり、データはＰＣに入れればよいので場所をとらなくてもすむが、昔のスラ

イドはそういうわけにはいかない。 

スライドは、小さな冷蔵庫に一杯入っている以外、専用の防湿ケースが５つある。 

さらにスライドファイルが１５個。 

一番良いものは冷蔵庫、次が防湿ケースに入っていて、これは処分できない。 

そこで一番ランクの下の写真が入っているスライドファイル１０箱（数千枚は入っている）以上

を処分することにした。 

写真の一部を見ると、ピントも露出もあっていて過去に講演などで使ったものもあるが、ほとん

どがここ５年は使っていないものばかり。 

見ればいつ頃どんな状況で撮ったのかが思い出され、懐かしさを感じもしたが、「執着してもしょ

うがない」と途中からチェックせずに思いきって捨ててしまった。 

捨てると同時に、「過去の大したことのない映像にこだわるのではなく、別の形で残すべきだ」と

いう想いがふつふつと湧きあがってきた。 

今まで感じてきた様々な想い、そして僕自身の変化を文章化すべきなのだと強く思った。 

診断書がほしい 2010/07/24  

「学校を休んだので診断書がほしい」といって受診した大学生が２人いた。 

理由は、一人が酒の飲みすぎによる腹痛、もう一人が微熱＋嘔気。 

二人とも１日休んで、次の日にけろっとした顔で受診している。 

「君たちはそんなことで休み、それで診断書を求め、学校に出すのか」と思ったが、求められれば

出さないわけにはいかないだろう。 

「一昨日酒を飲みすぎて腹痛が出て、本日受診した」と書くぞ、というと、情けなさそうに「腹痛

で休んだことにしてください」という。 

たしかに腹痛というのは嘘ではなさそうなので、そう書いたが、「これでよいのか」という疑問が

捨てきれなかった。 

後者に関しては、前日うちの５歳の子供が３８度以上の熱でも頑張ってテニスに行っていたのに

「なんと情けない」と思いつつも、やはり事実のみを淡々と書かざるをえなかった。 

もちろん本人たちは嘘を言っているわけではないだろうから、こちらとしてもそれをそのまま書

かざるをえないのだろうが、正直、「大学生がこれでよいのだろうか」と思った。 

自分が父親なら、少なくとも病院には行かせないだろう。 

前者なら自己責任だと言うし、後者なら休ませずに学校に行かせるだろう。 
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少なくとも以前はこのようなことはなかった。 

日本の若者たちはどんどん軟弱化しているのだろうか。 

クーラーのつけっぱなしとレバ刺にはご用心 2010/07/19  

暑いのが好きな僕でさえ寝苦しい日々が続いている。 

今年も異常気象のようだ。 

この暑さゆえにクーラーをつけて寝ている人が多いのだろう。 

例年になくクーラーにやられて夏風邪で受診する患者さんが多い。 

去年から流行っている３週間くらい長引く咳の風邪が、通常ならこの季節沈静化するはずなのだ

が、まだ続いている感じだ。 

それに加えて百日咳の患者さんも時々みかける。 

胃腸病を専門にしているのでうちのクリニックでは通常の内科と違って風邪の患者さんは多くは

ないのだが、まるで真冬のように咳の患者さんが多い。 

 

暑い割に食中毒はまだ多くはない 

だが、食中毒の患者の半分以上がレバ刺が原因である。 

便を調べるとほとんどがカンピロバクターと病原性大腸菌の混合感染。 

カンピロバクターはけっこう強い腸炎を起こす。 

 

この時期、クーラーのつけっぱなしで寝ることと、肉の生食、とくにレバ刺にはくれぐれもご用

心。 

ハクビシン 2010/07/12  

うちのマンションの裏はがけである。 

ただし、完全にコンクリートで補強されているので崩れる心配はないらしい。 

買う時に「これが壊れるようなら、横浜は壊滅です」と言われた。 

この崖はほぼ垂直に近いが、途中に何段かの段がついている。 

先日、夜８時頃に帰宅して部屋に向かう途中、その段のところに１匹の動物を見つけた。 

じっと座っている。 

猫かと思ったが、あきらかに違う。 

暗いので詳細は分からないが、狸でもなさそうだ。 

しばらく見ていると動き始めた。 

アライグマかもしれないと思ったが、歩き方はネコ族様であり、アライグマにしては足が短い。 

どうもジャコウネコ科のハクビシンのようだ。 

マンションの管理人の方に話すと「ハクビシンなら、私も見回りの最中に１度だけ見たことがあ

ります」という返事。 
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放されたペットのハクビシンが野生化し、東京都にも生息していると聞いてはいたが、まさか横

浜駅から数分のこんなところにいるなんて・・・。 

進行し続ける日本の劣化 2010/07/11  

参議院選挙の投票に行った。 

基本的に国政選挙の投票には行くことにしているが、今回ほど「行きたくない」と思ったことはな

い。 

だが、「期待はしないが義務は果たす」という気持ちで投票所に向かった。 

それにしても投票したい人もいなければ、党もない。 

民主党政権ができたときは少しはよくなるだろうと思って期待したが、まだ政党として未熟すぎ

る。 

見事に裏切られた。 

ご覧の通りの迷走ぶりは言うまでもない。 

かといって自民党の腐敗ぶりは論外だし、多くの小政党はスタンドプレーばかりで期待できない。 

唯一、理念が共有できるみんなの党もまだ未知数だ。 

 

明らかに政治家が小粒になり、政治そのものが劣化している。 

いやこの国自体が劣化しているのだろう。 

ますます日本は世界から取り残されていく・・・・。 

悟りではなく、利他と慈悲 2010/07/05  

昨日の日記に寿命のことを書いたが、死について吉田兼好は以下のように表現している。 

死期はついでを待たず。 

死は前よりしも来らず。 

かねてうしろに迫れり。 

人皆死あることを知りて、待つことしかも急ならざるに、覚えずして来る。 

沖のひかた遥かなれども、磯より潮の満つるが如し。 

徒然草 第１５５段より 

 

現代訳をすると、 

死期は順番ではない。 

前から来るばかりではなく、知らないうちに背後に迫ってくるものだ。 

人はみな死ぬことを知っているが、それほど切迫感なく暮らしているうちに死は思いがけずやっ

てくる。 

沖の干潟は遠くに見えているが、突然磯のほうから潮が満ちてくるようなものだ。 

というような意味になる。 
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いつ死がやってくるかわからない。 

それを避けようとしても避けらなない。 

できることは、与えられた生に感謝し、一瞬一瞬精一杯生きていくしかないのだろう。 

 

それでは、どう一瞬一瞬を生きていったらよいのだろうか。 

その答えが知りたくて、たくさんの本を読んできたが、いまひとつその理由が合点できるものは

なかった。 

 

最近、死は、苦痛が緩和でき、ある程度死ぬまでに時間が与えられるのであれば、怖いものではな

いと思うようになってきた。 

死ねば悟れることに気付いたからだ。 

悟りとは、生きながら自我を滅することである。 

生きながらこれを成し遂げるのは非常に難しいが、死ねば誰でも自我を滅することができること

に気がついたのだ。 

それなら、生きているうちに無理して悟りを求めなくてもよいじゃないか、と思うようになった。 

求める方向性が違っていたのに気がついた。 

その方向性とは、自我を滅することではなく、自分の自我を認めながら、それが肥大しない様に気

をつけながらも、利他と慈悲の心を養うことなのだ（自我が肥大すれば利他と慈悲の心が失われ

ていく）。 

それが幸せに近づく方向性なのだろう。 

それにしても、利他と慈悲か・・・・・。 

この精神に充ち溢れた人もたくさんいるだろうが、自分にはまだまだ足りないことに昔から気付

いていた。 

自分の弱さ、強い自己愛を乗り越えていかなければ、この精神にあふれた人間にはなれないこと

もわかっている。 

道は険しいだろうが、やっと進むべき方向性が見えてきた。 

焦らず、死ぬまで一歩ずつでも近づいていければよいのだろう。 

死因は寿命 2010/07/04  

良性疾患だが手術が必要ということで大学病院に紹介した患者さんがいた。 

手術は無事成功したが、その手術標本のなかに偶然目に見えないほど小さな顕微鏡的な癌が見つ

かった。 

「なんと運がよい」と思ったが、そうではなかった。 

腫瘍の悪性度が高く、微小癌にも関わらず、結局亡くなられてしまった。 
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かと思えば、近医からの紹介で便秘を主訴にみえたが、診察した瞬間「これはまずい。大腸癌によ

る腸閉塞だ」ということで、緊急手術になった患者さんで、もう５年近くも再発もなく元気にして

いる方もいる。 

癌はかなり進行し、大腸の管腔のほとんどがふさがり、リンパ節への転移も見られたにも関わら

ず治癒したようである。 

 

もちろん統計的には癌が進行していればいるほど予後は悪い。 

しかし、これはあくまでも統計なのだ。 

実際、上記のように進行癌で助かる人もいれば、超早期の癌でも亡くなられる方もいる。 

今まで元気にしていた方が突然亡くなられることもあれば、何度も癌ができながら生きている方

もいる。 

このような患者さんをたくさん見ていると、人はみな病気で死ぬのではなく、寿命で死ぬのでは

ないか、と思ってしまう。 

新作画像をアップ 2010/06/29  

久しぶりにギャラリーの新作よりの画像をアップします。 

一両日中にアップしますのでご期待ください。 

併せて自分の顔写真も変えることにした。 

今回の写真は今年の３月にアフリカで撮ったもの。 

以前のものはなんと４５歳、つまり１０年位前のもので、「詐欺」と言われても文句は言えない写

真だった・・・・。 

しばらくは充電期間？ 2010/06/21  

先月の講演が終わってから、久しぶりに講演や執筆など、診療以外には予定の入っていない日々

が続いている。 

秋から医学系の雑誌に写真と文章で４ページの連載が始まるが、それまではとくに何もない充電

期間になりそうだ。 

１日平均１万歩のウォーキングに週に２回の筋トレ（半年が経過し、大分筋肉がついてきた）、ほ

ぼ毎日１時間以上の高周波治療器による筋肉のリラクセーション＆筋トレは継続しているので、

診療のある日はあまり時間がないが、休日は比較的時間がとれるようになってきた。 

前回の講演と執筆を契機に一段といのちに対する思索が進んでいるので、この充電期間はさらに

それを進化させるよいチャンスになるだろう。 

秋からの連載では、一歩進化したいのちの話が書けるのではないか、と思っている。 

英会話 2010/06/08  

僕の弱点の一つが英会話。 

子どもの時、あまりしゃべらなかったせいか元来脳における会話の回路ができていない。 
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日本語でさえそうなのだから、英語となるとまるで駄目なのだ。 

情けないことに海外旅行は 50 回以上（ほとんどケニアだが）にも関わらず、全然上達しない。 

才能がないだけでなく、ケニアのドライバーが少しずつ日本語を覚えてきているので、ますます

やる気を失せていた。 

しかし、これでは自分の世界が広がっていかない。 

なんとかしなければという気持ちはあったが、逃げていた。 

 

50 歳で開業した時、今後の人生は「逃げること」をやめようと思った。 

何からかというと親子関係、自分の目指す医療の探求、運動など、である。 

この心境の変化は、家内の存在が大きい。 

家内の前では、多少でも「逃げている」姿勢は見抜かれ、指摘される。 

自己弁護をしながらも、逃げていることを認めざるをえず(逃げているのは自分が一番分かってい

るのだ)、もんもんと悩みながらやがて立ち向かい、一つずつ乗り越えざるをえなくなる。 

それを一つずつ正面から立ち向かうようになって自分でも強くなってきたと思っている。 

そして今一つ残っているのが英会話。 

子どもがＹＭＣＡの英語教室に通っていて、家内は、「よい先生ばかり」という。 

おまけに調べて、フレックスコースの一部に生徒の来ないコースがあり、ほとんど個人レッスン

状態という。 

「あなたはシャイだから、他の生徒といっしょだといやでしょう」とそのお膳立てまでしてくれ

ている。 

こうなるといかないわけにはいかない。 

ということで先月初めて受講した。 

いきなり実力テスト。 

結構難しく、実力のなさを痛感。 

自信がないので、初中級コースに入ることをお願いしたが、結果は上中級ということになった。 

週に 1 回、体験を含め 3 回通ったが、前途多難である。 

しかし、単純なもので俄然やる気が出てきた。 

ＤＶＤを英語字幕で観たり、ウォーキング中はＣＤで英語を聴いたりしている。 

目標は 1 年後にドライバーと自由に会話ができること。 

数年後には英語圏でスライドレクチャーをやるぞ？？ 

愛媛県看護協会総会での特別講演 2010/05/30  

今日は６時半に起床。 

１時間ほど松山城から道後の手前まで散歩。 

そのあとホテルに戻り、ゆっくり温泉につかった後、道後にある愛媛県看護協会の研修センター
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に向かう。 

タクシー券をもらっていたが、路面電車でのんびり行くことにした。 

今回の講演は、副会長の方がアフリカに行ってその自然の素晴らしさに感動し、また僕が看護学

雑誌に２年間連載していた記事を読んでくれていて、それで推薦してくださったとのこと。 

講演は１時から始まった。 

タイトルは、『The circle of life ―医師と自然写真家、２つの視点でいのちを見つめて―』。 

いのちの本質とは何か、 

大いなるいのちとわれわれが執着する個の命、その大きなギャップはなぜ生まれ、それをどう埋

めていったらよいのか、 

科学的にみた生と死の意味、 

なぜ人は死を恐れるのか、それを軽減する手だてはあるのか、 

などひじょうに深く・重いテーマを、僕自身の思索の歴史をたどりながら、アフリカの自然写真を

バックに話した。 

これらは、われわれ医療関係者が全員問い続けなければいけないテーマであるにもかかわらず、

多くの人はその難解さゆえに目を背けているのが現状である。 

この難しいテーマをいかにわかりやすく話すかが、自分のテーマだと思っているが、今日はほと

んどの人が昼食後の眠くなる時間にも関わらず真剣に聴いていてくれたように思う。 

終了後、送っておいた４０冊の写真集はあっという間に完売した。 

よく出来た時は本が売れ、だめなら売れない、結果はそれでよくわかる。 

 

終了後、道後温泉周辺を散策し、子規記念館を観て、帰路についた。 

さすがに疲れた・・・・。 

おこぜ  2010/05/29  

今日は午前中の内視鏡検査を終えてから、愛媛県の松山に向けて出発。 

明日は昼から講演なので、遅れないように前日から松山に入るのだ。 

宿泊は道後温泉ではなく、市内のシティホテル。 

安い割に、道後から温泉をひいた大浴場があり、なかなかよかった。 

道後温泉にしなかったのは格式のある旅館は高いし、なかなか一人では泊れない、ということと、

夕食は外で食べたかったから。 

このホテルは繁華街にあり、まわりは飲食店が多数あるので便利なのだ。 

だが、知らない街で知らない店に一人で入るのはちょっと勇気がいる。 

通常はホテル内で食べてしまうのだが、折角瀬戸内の美味しい魚が食べられる場所に来たのだか

ら、と思って周囲を散策することにした。 

だが、酒がほとんど飲めないうえに、明日の準備があるので食事だけになってしまうので入りず
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らい。 

この手の魚を食べさせる割烹に一人で入ったことはなかったが、今日は「おこぜ」を食べたいと思

っていたので、歩きまわって 3 店ほど候補を見つけた。 

２店は値段が時価と書いてあったので、迷わず値段明記の店に入った。 

おこぜは大学生の時に和歌山の親戚に食べさせてもらった味が忘れられず、東京でもたまに頼む

のだが、いつも期待外れに終わっていった。 

今日は、値段の割に美味しかった。 

隣に座ったおじさんと話が盛り上がる。 

おじさん曰く、この店は魚屋がやっているので、このあたりでは一番安くて旨いとのこと。 

よかった・・・・。 

楽しく食事をして、温泉につかった後、午前１時まで講演準備をおこなった。 

医事新報の巻頭エッセイ・プラタナスに文章が掲載 2010/05/26  

医学系の雑誌・医事新報 5 月 22 日号の巻頭エッセイ・プラタナスに僕の文章が掲載された。 

プラタナスというタイトルは、「ヒポクラテスがプラタナスの樹の下で弟子たちに医学を説いたと

いわれる」ことに由来するらしい。 

タイトルは、病気は善知識 －命の輝きに貢献する医療について考えるー。 

興味ある方はご覧ください。 

愛媛県看護協会通常総会での特別講演 2010/05/18  

5 月 30 日（日）に愛媛県看護協会通常総会で特別講演を行う予定である。 

タイトルは『 The circle of life  ― 医師と自然写真家、２つの視点でいのちをみつめて 

― 』 

場所は松山市道後にある愛媛看護研修センター。 

時間は午後 1 時から。 

 

個の命にとらわれた現代医学。 

しかしこれは本当の生命を見据えた医学ではないと思っている。 

生と死の本質とは・・・・、なぜ人間はその本質から目を背けようとするのか、僕が考える医療の

方向性、などについてアフリカの写真をバックに 1 時間ちょっと話すつもりだ。 

 

四国（愛媛）を訪れるのは 2 度目になる。 

前回は家内の歩き遍路に同行するために行ったのであるが、仕事の関係で 2 日間のみだった。 

今回もゆっくりはできないが、前日から松山に行く予定にしているので、道後温泉につかり、美味

しい魚でも食べて、正岡子規の記念館でも観てこようかな、なんて思っている。 
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地元の方でよい情報をお持ちの方は教えてください。 

日本初の動物看護の大学に僕の写真が常設展示 2010/05/14  

日本初の動物看護の大学が開学する。 

山崎学園大学である。 

そこの理事長・山崎さんから僕の写真の常設展示の依頼があったのが 1 カ月余り前。 

写真を選び、挨拶文やキャプションを作り、写真の試し印刷をチェックしに行き、やっと展示に至

った。 

一昨日はその設置のために南大沢の大学に向かった。 

大学は駅から徒歩１０分ほどのところにあるが、途中から校舎の 2 階に設置された大きなキリン

のもオブジェが目を引く。 

入口には別のキリンのオブジェがあり、校舎内に入ると学生時代美術専攻だった山崎さんらしく

絵画や版画にあふれている。 

そこに僕の写真を加えてもらえるのは実に光栄なことだ。 

 

設置はピクチャーレールの設置などもあり、午前中から工事が始まっていた。 

診療を終え午後 3 時過ぎに現地に着いたが、終わったのは 8 時近く。 

2 階の教室の壁面に 16 点、5 階の階段の壁面に１５０ｃｍの大きな写真を 1 点飾った。 

大きな写真は、2 頭寄り添っているキリンの足元から太陽が昇ってきている最近の自信作。 

写真は１／３が過去の代表作で、残りは未発表の新作で構成されている。 

イマジンアートプランニングで作ってもらった額も壁面とよくマッチし、校舎という写真展示に

はなかなか難しい環境にもかかわらずよい感じに仕上がったように思う。 

大学のお披露目は 15 日とのこと。 

診療で行けないのが残念だ。 

安易な対症療法だけでは解決にならない 2010/05/13  

腹痛で受診する患者さんの多くは機能異常である。 

この痛みは、ストレスや不適切な食事によって自律神経のバランスが乱れ、消化管が痙攣状にな

ることでおきてくる。 

自律神経の異常なので、冷えや頭痛を伴うことも多い。 

自律神経の異常に加え、ホルモン系や免疫系の異常が出ていることもある。 

これらのことが連続して起きてくることが精神神経免疫学の発達によって分かってきた。 

ホルモンの異常は生理の乱れや不妊という形になって現れる。 

免疫の異常は、風邪をひきやすい、治りにくいというものから、喘息や潰瘍性大腸炎などの病気に

なって出てくることもある。 

一連の流れであるから、出ている症状だけを抑えるような治療では根本的な解決にならない。 
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根源となるストレスや食事の乱れ、身体のゆがみなどを治さないと解決せずに、繰り返す、もしく

は改善しない可能性がある。 

いずれにせよ、これらの異常のすべてに効果のあるのは、対症療法ではなく（一時的には対症療法

も必要だが）ウォーキングやジョギングなどのリズミカルな運動と丹田呼吸などの呼吸法なのだ。 

これらは自律神経を安定させ、免疫機能をアップさせる。 

ただし、効果が出るのに時間がかかるので、患者さんも本気になって取り組む必要がある。 

患者・医師関係 2010/05/10  

『スーパー名医が医療を壊す』という本がある。 

この本で書かれているようにテレビに出てくるような超人的医師のドラマチックな治療は世の中

一般の患者を誤解させる。 

問題は、このような風潮が広まれば患者が医者を絶対化・神格化するようになることだ。 

医師を神格化する患者は全面的に依存するようになる。 

医師もそれが当たり前になったときに、医療界全体の視野に立つと、医療のレベルは落ちていく。 

この関係は、患者にとっては楽だが、患者・医師の関係を成熟させていくうえで実にまずい。 

 

医師がすぐれた知識・技量を持つことは必要である。 

経験豊富で、検査や手術がうまいにこしたことはない。 

ただ、その次元のみで判断していくと、医師・患者関係をよくすることにはつながらない。 

患者は医師のアドバイスをもとに、なぜその症状が出たのか、なぜその病気になったのかを問い、

それを予防・改善することにまで真剣に取り組まなければ、お互いの成長につながらない。 

そこまでしなければよい医療とは言えないだろう。 

「手術して成功して、はいおしまい」の関係で終わっていれば、医師に依存したままの関係で終わ

ってしまう。 

 

実際診療していてよく聞く言葉がある。 

一つは、「（満面の笑顔で）先生の所に来て、話しただけでよくなりました」というもの。 

もう一つは「（驚いたような顔で）先生でも病気をするのですか」。 

前者の言葉を聞けば、医師は良い気持ちになるだろう。 

自分もうれしく思っていた。 

後者の言葉を聞けば、「医師も人間、病気ぐらいするさ」とムッとするだろう。 

一見無関係に思えるこの２つの言葉であるが、実は同じ患者心理を表している。 

どちらも「医師を絶対化・神格化」しているのである。 

この関係は、依存の関係につながっていくことはすでに述べた。 

その言葉を聞くたびに「まずい」、この関係をどう改善させようか悩む。 
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僕はよく開業間もない頃何度も疲労性うつになったので、予防としてほぼ毎日運動している話、 

週に 1 度は患者さんからウイルスがうつり、だるさ、眠気、寒気などの症状が出るが、そのほと

んどが 1 日で治る（治し方の話も含めて）話、 

子どものころから胃腸が弱く、よくおなかをこわしていたので食事になかり注意している話など

をする。 

自らがどう症状や病気と向き合ってきたのかの経験を話すのだ。 

医師は神ではなく、患者と同じ弱い人間なのである。 

ただ、医学の知識を持ち、治療技術を持ち、症状・病気を見つめ続けたという経験があるだけなの

である。 

 

夫婦であっても、一方的に依存する関係であれば、その多くがやがて関係破綻をきたすだろう。 

お互いに支え合うという姿勢がなければならない。 

医師・患者関係は夫婦関係と同じではないが、人間の関係性というところからすれば、基本的には

同じ部分がある。 

もし患者が医師に絶対依存したり、神格化する風潮が強くなれば、医療はよい方向には向かわな

いだろう。 

貧乏ゆすり 2010/05/09  

診療中の貧乏ゆすりは患者に不安を与えます。 

お心当たりがないか、井上先生、ご自分の癖を確認してみたほうが良いかと思います。 

 

というご指摘がボイスにあった。 

まさにご指摘通りである。 

生来せっかちな僕は子供の頃から貧乏ゆすりをしていた。 

今もしょっちゅうしている。 

焦る必要のないときでもしている。 

この文章を書きながらもしている。 

要するに癖になっているのだ。 

誰にでもあるだろうが、なかなか直せない悪癖の一つである（それ以外にも悪癖はたくさんある

が・・・・）。 

いや、直せないのではなく、あまり直す気がなかったのは事実である。 

しかし、患者さんにとっては貧乏ゆすりをされると「あ、この医者イライラしているな」と思い

（実はイライラしなくても癖でしているのだが）、心理的圧迫を感じるのだろう。 

たしかによくないと思う。 
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先日も意識していなかったが、患者さんから貧乏ゆすりをして先生らしくない（いや僕らしいの

だ）とご指摘を受けた。 

こうやって言える関係は実によい。 

ただ長年の癖なので、（癖ゆえに無意識にでてしまう）、居直っているわけではないが正直すぐに

直せる自信はない。 

机の隅に『禁・貧乏ゆすり！』と書いて時々見るようにしておくが、それでもみつけら、指摘して、

笑ってやってください。 

連休は東北へ ４  鰺ヶ沢→秋田→角館→横浜 2010/05/05  

最終日は早朝にホテルの周囲を散歩して朝食をすませた後、五能線（日本で一番美しい海岸線を

走る電車らしい）に乗って秋田に向かう。 

秋田まで３時間半だが、お座敷列車で海を見ながらの旅なのであっという間だった。 

秋田から新幹線で角館に向かう。 

３時すぎに角館に到着。 

ここも桜が満開のはず。 

このために家内は予定を何度も何度も変更してきた。 

混む連休で直前なのに、よく宿や電車がとれたものだ。 

家内の旅をプロデュースする能力は格別である。 

そのために何日も徹夜をしているが・・・。 

自分と僕のために桜が見れ、かつ歩けるコースを設定し、電車が好きな子どものためにいろいろ

な特急に乗れるように（新幹線、夜行寝台特急以外にもいくつもの特急に乗っている）計画をたて

ている。 

角館は有名な武家屋敷周辺が満開、河原の桜並木が８分との話であったが、今日は温かく、開花は

一気に進み、前者は満開を過ぎ、河原はちょうど満開だった。 

河原のほうは壮観だったが、武家屋敷のほうが満開を過ぎたせいか、開花がかなり遅れ、桜がくた

びれてしまったせいか、力がなかった。 

武家屋敷を通って、河原を端から端まで歩いた。 

約３時間のコースだった。 

角館も弘前も京都にあこがれた武士たちが京都にまねて桜を植えたらしい。 

だが、桜はこの寒冷の地には適していないのだろうか？ 

それなりには良かったが、やはり桜は関西、と思ってしまった。 

僕は６時過ぎの新幹線で帰路についた。 

家内と子どもは、子どもの希望で夜行寝台『あけぼの』に乗って明日の朝に着く予定。 

寝台と言っても家内と子どもで１ベット。 

子どもは３時間も歩かされているのでバタンキューだろうが、家内は狭くて寝れないのを覚悟し
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ている。 

そしてそのまま幼稚園に行くとのこと。 

「まあ、よくやるよ」といつも思うのだが、家内が計画する旅は普通では味わえない旅になる。 

連休は東北へ ３   青森→鰺ヶ沢  2010/05/04  

今朝はゆっくりして、午前中は棟方志功美術館に行ったのみ。 

それにしても志功は天才だ。 

板画（版画ではなく板画と本人は言う）や絵は有名だが、書もすごい。 

これこそ本物の芸術家だと思う。 

昼から特急と各駅を乗り継いで、弘前を経由して鰺ヶ沢に向かう。 

当初、白神山地の十二湖に行く予定だったが、今年は寒く、ブナの芽吹きが遅れているらしくパス

して早めに宿に入ることにした。 

前 2 泊はビジネスホテルだったが、今日は温泉つきの宿。 

温泉につかりたっぷり休養した。 

連休は東北へ ２    青森→津軽半島→青森 2010/05/03  

今日はレンタカーを借りて津軽をめぐった。 

遮光器土偶の大きなモニュメントがある木造駅に行った後、つがる市縄文住居展示資料館を見学。 

家内は前日、三内丸山遺跡（縄文時代の遺跡）を観て、何千年も同じ場所で移動せずに自然と共生

しながら生きてきたことに感動したとのこと。 

そういった自然との共生は現代人はもうできないだろう。 

農耕牧畜をすることにより便利で快適な生活を得た人類は自然を食い荒らす存在になってしまっ

た。 

この矛盾に気がついてはいるが、いったいどうしたらよいのだろう。 

家内は僕も三内丸山に行くべきだと言うが、今回は時間がなかった。 

その後、十三湖に向かう。 

昼は有名なシジミラーメンを食べる。 

さすがに汁はシジミのだしがきいておいしかった。 

その後、竜飛岬に向かうが、十三湖の前あたりから雲が広がり天候は崩れぎみ。 

あまけに全員の体調が悪化。 

家内は吐くし、子どもの吐き気がとまらない。 

僕も寒気がして、ちょっとむかむかする。 

きっと昨日食べた魚貝類にあたったのだろう。 

竜飛岬いついて歩こうと思ったが、風が強く、寒い。 

いや寒すぎる。 

なんとも厳しい土地だ。 
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結局ほとんど歩かずに青森に戻ることにした。 

津軽半島をほぼ一周して６時過ぎに青森。 

青森に着いた頃には全員体調が回復していた。 

連休は東北へ １ 横浜→東京→秋田→弘前→青森 2010/05/02  

朝 4 時 15 分に起床。 

5 時 25 分の東海道線で東京駅に向かおうと思ったが、いつも使っている横浜駅北口がなんと開

いていない。 

あわてて中央口に向かう。 

早めに出てよかった。 

東京駅に 52 分について、秋田行きの『こまち』の出発は 6 時。 

「ぎりぎりで大丈夫かな」と心配したが、問題なく間に合った。 

さすが満席だったが、全席指定なので混雑感はない。 

新幹線は秋田に 10 時２３分に到着。 

11 時 11 分の各駅停車で弘前に向かう。 

本数が少ないのでもう少し長い車両かと思ったがなんと 3 両編成。 

1 時 51 分に弘前着。 

約 7 時間の電車の旅は長かった。 

とくに各駅停車の 2 時間 40 分はシートが固く、お尻が痛くなった。 

家内・息子と弘前駅で合流。 

2 人は 3 日前に入っていて、すでに青森・秋田を見物している。 

弘前での目的は当然桜。 

今年は開花が遅れに遅れ、満開が連休にかかったのでこの地を訪れることにしたのだ。 

初めは道東の旅を予定していたが、開花が遅れたために東北に変更。 

家内が開花状況を見ながらこまめに日程を変更し、満開に合わせてくれた。 

弘前の桜は８分～満開の状態だった。 

有名な弘前の桜だが、京都や上野のベストの状態を見ているのでそれほど感動はしなかった。 

ただ、もしかしたら今年は天候不順で桜自体に力がないのかもしれない。 

夜桜を見物してから青森に向かう。 

今日は弘前の宿がとれなかったので青森に宿泊する。 

花粉も終わり、そろそろウォーキングによい季節 2010/04/25  

花粉の時期はスポーツクラブのウォーキングマシンを使っていたが、これだと後で腰が張るし、

単調で楽しくない。 

そろそろ花粉も終息に向かってきたので、今日は久しぶりにウォーキングに出かけた。 

京浜急行で馬堀海岸まで行き、そこから海岸沿いを観音崎を通って浦賀まで歩く。 
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ここは時々歩くお気に入りのコース。 

途中で旬のメバルを食べ、あちこち立ち寄りながらの 2 時間半の散策だった。 

ふだん診療があるときは一日中しゃべっているので、誰ともしゃべらずに一人で散策するのも気

分転換によい。 

天気もよく、風もほどほどに冷たく、今日は歩くのには最高の日だった。 

大きな財産 2010/04/24  

開業後、あまりの激務に疲れ果て、生活の改善を迫られていてが、その対処法も年々進化してき

た。 

おかげで、疲れないというわけではないが（疲れ果てるまで働くぞという気持ちで働いているの

で）、次の日まで疲れを残さない術を会得してきた。 

今おこなっているのは、運動としては 1 日平均 1 万歩の歩行、そして週に 2 回の筋トレ。 

食事は玄米食にし、牛豚羊の肉をやめた。 

基本的に半身浴３０分に毎日平均 1 時間以上の高周波治療もおこなっている。 

高周波治療は、筋の凝りをとってくれるので、その日のうちに疲れが抜け、眠りも深くなった。 

肩や首の凝りがとれたために鼻閉も改善したし、自律神経も安定してきた（そういった効果もあ

るのだ）。 

これらの効果によって、まったく食事量の制限はしていないのだが、痩せたとよく言われる。 

だが、痩せたのではなく、引き締まったのだ。 

筋肉は 30 代の頃よりついてきたし、体脂肪も１７％まで落ちた。 

 

体調がよくなければよい診療はできない。 

自分が元気でなければ、人を癒すことはできない。 

だから必死で体調管理をしてきたが、この経験が医師としての大きな財産になっている。 

以前は体調の良い日は週に平均 1 日だった（いつも疲れていた）が、最近はそれが 4 日に増えて

きた。 

林忠彦賞受賞記念パーティー 2010/04/19  

ＰＣ不調が解決し、しばらくぶりの日記です。 

 

１７日金曜日は内視鏡の担当日（外来は副院長が担当）。 

午後の検査を終え、後のことを副院長に任せて林忠彦賞受賞記念パーティー出席のために銀座に

向かう。 

今年の受賞は小栗昌子さんという若い女性（４０歳で受賞した僕が最年少受賞者だったが抜かれ

てしまった）。 

遠野に移り住み、その地に生きる人々を１０年かけて撮影した『トオヌップ』という力作が受賞作
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となった。 

 

通常この会は６時から始まるので、６時まで診療のある場合は出席できないのだが、ドクターも

２人体制になったことだし、検査担当の日は５時ころには終了しているので久しぶりに出席する

ことにしたのだ。 

とにかく開業後は忙しく、気持にも余裕がなく、こういった会にはほとんど参加せず浦島太郎状

態になっていて、これではいけないという気持ちがあった。 

 

実際参加してみると、過去の受賞者や写真関係の人たちと話ができ、モチベーションはあがった。 

やはり年に１度の会だから、なるべく参加しなければと思った。 

家に帰ると家内が「何度も携帯に電話したのよ」という。 

「なんで」と聞くと、「なるべく受賞パーティーに参加したほうがよいと言いたくて」とのこと。 

家内は「あなたは年に１人しかいない受賞者なの。出たくても出れない人ばかりなのを忘れちゃ

だめよ」という。 

「そうだよね」関係者にお礼を言って、近況を伝えるためにもなるべく参加しなくては・・・・、

と思った。 

前に進もうとばかりしていると、そんな当たり前で大事なことも忘れてしまう。 

それに気づかせてくれた家内に感謝。 

アフリカ取材日記 ３月 7 日  

マサイマラ国立保護区 フィグツリー地域 5 日目 

2010/04/04  

今日は今回の旅のラストサファリの日。 

明日はナイロビに戻り、日本に向けて出発する。 

運は上向いているので今日のサファリに期待しながら朝６時２０分に出発。 

今日も天気はよさそうだ。 

日の出前、まだ薄暗い時、ホロホロチョウがけたたましく鳴く音が聞こえた。 

そのほうを見るとカラカル（オオヤマネコ）が狩りの体制に入っている。 

久しぶりに見るカラカルだ。 

カラカルは珍しくなかなかみることができない。 

過去に７回見て（ということは、アフリカに 6～7 回来て 1 度の割合）、３回はそれなりの写真に

なっている。 

２回はスナップのみで、２回は見ただけだった。 

今日のカラカルはシャイだった。 

ホロホロチョウを狩る体制に入っていたが、近づくと逃げ始め、まったく近づけない。 

前に回り込めれば撮れる場所だったが、結局後ろ姿を撮ったのみだった。 



 

日記 2010 年 

昨日のサーバルといい、カラカルといい、どうも今回ははずしている。 

まあ、そういう時もあるだろう。 

そろそろ日の出だ。 

晴れているので光が強く、動物が地平線上にいないとつぶれてしまい写真にならない。 

遠くにゾウの群れを発見。 

最初は地平線にいたが、すぐに一段低い所に移動してしまった。 

これもだめか・・・・。 

続いてヒョウ親子を探すが見つからず。 

8 時過ぎにライオンの家族を見つける。 

川沿いの道わきに寝そべっている。 

おととい見たかわいい子供が 1 頭いる群れだ。 

部分的に草が高いがおおむね草は低い。 

おまけに倒木があり、その上に登ってくれれば、と期待する。 

しばらく、このかわいい子供のアップや木に登っているところを撮る。 

どうも今回はこの子に救われている感じだ。 

この子がいないとほとんど写真になっていない。 

子供たちはお乳をのみ、親たちも起き上がり、移動し始めた。 

川を渡るかもしれない。 

川はだいぶ水も引き、今なら簡単に渡れるはずだ。 

しかし親子は岸より一段高い草むらでなごんでいて渡る気配はない。 

しばらく待っていると突然ライオンたちのうなり声が聞こえた。 

そのしばらく後、対岸を歩く若いオス 2 頭を発見。 

この群れから追い出され、川を渡って対岸に行ったようだ。 

子別れなのだろう。 

どうも車のタイヤの調子が悪く、ドライバーはしょっちゅうタイヤをチェックしている。 

点検に出すために 11 時にロッジに戻る。 

ドライバーが午後は何時に出るか、と聞くが、あまりガツガツサファリをする気はない。 

もう明日はナイロビから飛行機に乗るし、「何時でもＯＫ」と答える。 

結局 3 時からの予定になった。 

 

昼食を食べ、カメラの清掃でもしようかとテントの前の椅子に座って前を流れる川を見ながら、

鳥の声（うるさいくらいにさまざまな鳥が鳴き交わしている）を聴きながら、作業に入ると、目の

前の木にウッドランドキングフィッシャー（きれいな中型のカワセミ）がとまっているではない

か。 



 

日記 2010 年 

逆光なので写真は難しいと思っていたら今度はよい位置にとまってくれた。 

１０ｍもない距離だ。 

あわてて８００ｍのカメラを出して撮影に入る。 

三脚がないから椅子を三脚代わりにして撮影する。 

結構よいポートレイト写真になった。 

過去に１度撮ったことがあるが今度のほうができがよい。 

そのカワセミは２匹いて、交互にやってきては木の枝からトカゲや昆虫を見つけ、捕まえている。 

さすがに食べるときは遠くの枝に行ってしまうので撮れなかったが、結構よい光の中で大きく口

をあけて威嚇のようなポーズをしたところが撮れた。 

ただ一度おしいことをした。 

最短距離の５ｍまで寄って撮影していたところ、突然カワセミは口をあけるだけでなく、同時に

羽ばたく動作をしたのだ。 

わかっていればそんなに寄らなかったのに・・・・。 

完全にフレームアウトするのがわかっていたのでシャッターが押せなかった。 

おしい・・・・。 

もう一度同じポーズを、と願って、８ｍのところまで下がってじっと待った。 

椅子の背にカメラを乗せ、不自然なポーズでじっと待つのはつらい。 

２０分は待っただろうか。 

しかし、結局はそのポーズをとってくれなかった。 

その時、ドライバーが訪ねてきた。 

「早く出発しよう」と言いに来たのかと思ったら、車が以外と重症とのこと。 

このままでは危ないので、片道１時間ちょっとのところにあるナロックという町に行って部品を

買ってくると言う。 

部品がなければなんとかアレンジするとのこと。 

だから「サファリは４時くらいからじゃないと無理」と言いに来たのだ。 

 

かなり急いだらしく、３時半にドライバーが迎えに来た。 

あいにくその場にいなかったためにドライバーは戻ってしまい、４時１５分にサファリに出発。 

ラストサファリだ。 

今回はついていなかったので、最後のサファリにかける、という気持ちも車の故障でそがれてい

た。 

しかしこのサファリがよかった。 

まずはゾウの群れ。 

空がよかった。 



 

日記 2010 年 

ゾウの群れに雨期のグリーンの草、そして青い空、白から藍色の色とりどりの雲。 

ハーフＮＤフィルターを使って、草のグリーンも空の色も適正に出せた。 

これは撮れそうで撮れない写真で、ずっと狙ってきてやっと撮れた感じだ。 

その後はライオン。 

朝見たプライドの子供２頭が倒木、といっても単なる倒木ではなく、アーチ状になった倒木の上

に枝が半球状に覆いかぶさり、その枝が茂っている部分と木の幹の部分との間に隙間ができ、ま

るで家の窓からライオンの子供２頭が顔を出している感じのシーンに出会った。 

おもしろいシーンだし、光もよい。 

アップとともに、周囲の風景を含めて撮影する。 

なかなかよい写真だ。 

周囲ではその他の子供が遊んでいる。 

草は高いが、一か所だけ低い部分で２頭が遊んでくれた。 

空は雨雲が広がり、雨が降り始めた。 

今回サファリもおしまい、と思い、ドライバーに戻ろうと話すが、彼は母親が戻ってくるという。 

たしかに母親が近づいている。 

母親が来るとともに、子供たちがいっせいに飛びかかってじゃれあう。 

ただここは草が高かった。 

それでも数枚は撮れた。 

最後になってやっと１回のサファリで４Ｇのコンパクトフラッシュが一杯になるようなサファリ

になった。 

ここで今回のサファリは終了したが、今回はとても印象深い旅になった。 

条件は過去最悪といえよう。 

しかし、結果としてはけっこうよい写真が撮れた。 

以前だとこの条件では壊滅状態だったろうに、今回は視点を変え、その条件でしか撮れないもの

を見つけ出し、冷静に焦らず撮れたことがとてもうれしかった。 

おそらく条件が良かった時より、ずっと充実したサファリになったと思う。 

どんな条件でも撮れる、という自信がついた旅だった。 

アフリカ取材日記 ３月 6 日  

マサイマラ国立保護区 フィグツリー地域 4 日目 

2010/03/28  

昨晩は雨が降らなかったようだ。 

朝５時に起床し、夜空を見上げると星が見え、ほっとする。 

朝６時２０分に出発。 

今日も昨日と同じ場所だ。 

まずはライオンを探すが、若いオスを１頭認めたのみ。 



 

日記 2010 年 

親子はどこかに隠れているのだろうか、みつからない。 

探している途中、ハタオリドリの巣作りのシーンを撮影。 

ドライバーは川のほう（ブッシュがあるのでライオンが隠れている可能性がある）をさかんに探

しているので、僕は反対の草原を何かいないか探していた。 

すると、高い草の間を縫うように歩くサーバルを発見。 

若い雌でシャイではない。 

だが、いかんせん草が密すぎて、やっと顔のみが撮影できる程度。 

サーバルは獲物を探しているが、動きはのろい。 

しばらく草の外に出てくるのを待っていたが、結局草のなかで眠ってしまったので、ヒョウ親子

を探しにいくことにした。 

昨日子供を見た場所だ。 

１時間ほどねばってみたが、結局は見ることはできなかった。 

その後再びライオン探し。 

１０時頃にゾウの２１頭の群れを発見。 

青空バックで撮影。 

もっと雲がおもしれければよかったのだが、まあローアングルから空バックでとれたのでよしと

しよう。 

その後ライオンを探し続け、１１時半に４頭がイボイノシシを食べているのを発見。 

狩ったばかりだ。 

しかし、道から外れているので近づけず。 

ただそばに子供がいるはずだ。 

１２時に４頭の子供が近くの蟻塚に登っているのを発見。 

だが、光が強すぎ、子供たちも飢えているのか毛並みが汚かったので写真にはならなかった。 

天気が回復しているのでまだチャンスはあるだろう。 

 

午後のサファリは３時４５分から。 

まずはライオンを探すが見つからず。 

ヒョウ親子を探しに行く。 

その手前でキリン２頭が前後に近接して並んでいるのを発見。 

全然逃げない。 

何をしているのか、と思ったら、後ろのキリンが前のキリンの首に頭を擦りつけ愛情表現をして

いる。 

バックの空が割とよかったので連写する。 

すると後ろのキリンが突然交尾をしかけた。 



 

日記 2010 年 

だが、すげなく断れられてしまった。 

その後、近くにいるきれない鳥・ライラックニシブッポウソウを撮影。 

これも逃げなかったのでアップで撮影する。 

バックもきれいで、目にキャッチライトも入っているのだが、アクションがないので一応記録程

度。 

そしてヒョウのテリトリーに入る。 

このあたりにいることはわかっているが、ブッシュだらけのところで見つけても写真は難しい。 

１時間ほど探していたら、親子のディクディクのうち親が警戒音を発している。 

こんなシーンを初めてみた。 

ディクディクは最初のアンテロープ（レイヨウ類）。 

とてもかわいいが臆病ですぐに逃げられてしまうが、今日は一点を凝視して逃げない。 

時々上唇を伸ばしながら下に丸めこむという動作をしながら、片足を持ち上げては地面を踏みな

らすような動作をして、甲高い警戒音を発している。 

このシーンがばっちり撮れた。 

視線の先にはヒョウがいるのだろう。 

そうこうしているうちにディクディクは逃げてしまった。 

その直後、ブッシュの合間を子供のヒョウが走っていくのが見えた。 

ドライバーはディクディクを狩りしているというが、僕にはたんに車がいやで逃げたのではない

かと思っている。 

狩りの切迫感が感じられなかったのだ。 

その後しばらく周囲を探すがヒョウは見つからず。 

藪を出たところでキリンの群れに遭遇。 

青黒い空バックで群れが撮れた。 

これはまあまあの写真になった。 

その後ライオンを探しに行く。 

午後６時に８頭の子供がいる群れを発見（昼に見たのは５頭の子連れ。２つの群れがこのあたり

にいる）。 

母親たちは寝そべり、一部の子供はおっぱいを飲み、一部の子供たちはじゃれあっていた。 

だが草が高い。 

おまけに光がない。 

天気は回復したが、晴れた分、たくさんの水蒸気が発生するのだろう。 

蒸すし、午後からは雲が多くなってくる。 

雨こそ降らないが、日没は雲に隠れてだめだった。 

つきは回復傾向にあるのだが、まだ今ひとつ何かがずれている。 



 

日記 2010 年 

アフリカ取材日記 ３月５日  

マサイマラ国立保護区 フィグツリー地域 3 日目 

2010/03/26  

今回のアフリカ取材で初めてきれいに晴れた朝が訪れた。 

だが、この時期はあまり天気がよいと、日の出は太陽光線が強すぎてだめになる。 

今日の日の出もそんな感じだった。 

すぐに日の出はあきらめてヒョウを探すことにした。 

昨日夕食を一緒にとったフランス人（アフリカは初めて）の親子は木の上で何かを食べているの

を見たという。 

ヒョウに強い僕とうちのドライバーは影すら見ていないのに・・・・。 

だが今日は久しぶりの晴れなのでちょっと期待してしまう。 

だいたい数日天気が悪い後はチャンスが訪れることが多いのだ。 

最初に見つけたのは最小のレイヨウ・ディクディクの夫婦。 

朝の柔らかな光で撮ることができた。 

続いて撮ったのが樹上のエジプトガン。 

けたたましくカップルで鳴いていた。 

両方で鳴いている時は枝が邪魔して撮れなかったが、一方が鳴いているシーンはよい光で撮れた。 

このようなありふれた鳥でも光がよいと絵になる。 

しかし、よかったのはここまで。 

あとはただ移動ばかり。 

ライオンもチーターもいるにはいるが、道からはるか遠くにいるため、また草も高く、撮影どころ

ではない。 

１１時過ぎに授乳させている母ゾウが泥浴びしているシーンを撮影したくらい。 

空中を泥水が飛ぶシーンがばっちり撮れた。 

しかし、その後もだめだった。 

ドライバーも必死に頑張っているけれど、この状況ではいかんともしがたい。 

１時にロッジに戻る。 

 

午後のサファリは３時４５分から。 

朝あんなに晴れていたのにもう全天が雲に覆われ、雷鳴が轟いている。 

すぐに崩れるのか・・・、と思ったが、光がなくなっただけで、雨は小雨ですんだ。 

午後は対岸・インターピットサイドに行くことにする。 

以前こちら側にいたライオンの群れが川を渡ってンターピットサイドに行ってしまったからだ。 

出てすぐにトムソンガゼルが遊びで全力疾走しているところを撮影。 

４時半頃、やっとライオンの群れを発見。 



 

日記 2010 年 

２頭のオス、数頭のメスライオン、そして８頭の子供たちだ。 

草は高いが、着いたときには、２頭のメスと３頭の子供たちが蟻塚の上にいてこちらを見ている。 

光も柔らかい。 

絶好のチャンスと思ったが、車が停止した瞬間、子供が動いてしまった。 

ついていない・・・・。 

すると残りのライオンたちも蟻塚から降りて草の深いところに移動してしまった。 

がっかりしていると、立派なオスライオンが２頭こちらに近づいてくる。 

風が強くてたて髪がなびいている。 

よい感じになってきた。 

ライオンのオスは車の数ｍ手前で立ち止まり、地面のにおいをかぎ、ブレーメンという顔をしか

めながら牙をむく表情になった。 

８００ｍｍでアップで撮る。 

僕としては親子の写真がほしかったので、母子のほうに移動する。 

ただ今は草が高い所にいるので撮影は困難。 

草の低い所に来るのを待つことにする。 

その場で待っていた時、ドライバーは突然車を走らせ始めた。 

ずいぶんとばしている、ということはヒョウ親子の情報が入ったはずだ。 

目的の場所に着くと、予想う通りヒョウの子供が道の脇１ｍの所に潜んでいた。 

たしかにいるのは分かるのだが、枝がじゃまして写真にはならない。 

子供は全く逃げる気配がない。 

車なれしているのだろう。 

昨年９月に生後１カ月の状態だったから、今は７ヶ月くらいだろう。 

まだ小さい。 

親が呼ぶのじっと待っているのだろう。 

ドライバーは親が来るのを待つつもりのようだが、問題なのはひっきりなしにやってくるサファ

リカー。 

これでは夜にならないと親は寄ってくるはずがないと思う。 

僕は、「早くライオンの場所に戻りたい」と思ったが、ドライバーの意見を尊重して待つことにし

た。 

結局暗くなるばかりで親は来なかったので、６時にライオンの所に戻る。 

親子たちは移動し、なんと道の脇１ｍの所で授乳している。 

草が低い絶好の場所だ。 

暗いが撮れないほどではない。 

お乳を吸い終わってしばらくしたら、寝ていた子供たちが起き始めた。 
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そのうちの１頭だけが３～４カ月と小さくて、愛くるしい。 

その子がこちらに近づいてきた。 

５ｍくらいの所にまで寄ってきたので、アップでかわいい表情が撮れた。 

この子は、あくびをしたり、歩き回ったりと充分と撮らせてくれた。 

久しぶりに押しまくった感じ。 

その後、母親たちが顔をすり合わせて挨拶をするシーンがよい角度で撮影できた。 

さらに、子供たちが遊ぶシーンを撮りまくる。 

こういったシーンはシャッターを押す割によい写真にはなりにくいのは分かっているが、今まで

あまりシャッターを押していなかったうっぷんを晴らすように押しまくった。 

気分的にちょっとすっきりした。 

後で画像を確認すると、とてもかわいいしぐさが撮れていた。 

さあ、あと２日。 

運が向いてきた、そんな予感がしている。 

アフリカ取材日記 ３月４日  

マサイマラ国立保護区 フィグツリー地域 ２日目  

2010/03/24  

昨日からの雨がやまない。 

９時ころにはやむだろうと思っていたが、その気配はなく、１０時の現在も全天が灰色の雲に覆

われ、シトシト降り続いている。 

目の前の川の水位はどんどん上昇し、この勢いで降り続いたらテントは水没？なんて考えてしま

う。 

他の車はサファリに出ている様子だが、ドライバーの指のこともあり、サファリには行かず、しば

らくは様子を見ることにした。 

ドライバーの指はだいぶ良くなってきた様子でひと安心。 

しばらくは雨が降りしきるサバンナをぼんやり眺めてていたが、同じ景色と雨の音に飽きてきた

ので、テントの前に座りながらウォークマンに入れてきたクラシックを聴き始めた。 

ふだんはあまりクラシックは聴かないのだが、サバンナの雄大な自然を見ているとなぜかクラシ

ックが合うような気がする。 

結局１２時に昼食を食べてからサファリに出発することにした。 

こんなことは初めてだ。 

出発の時まで小雨が時々ぱらついていたが、１時にはその雨もやんだ。 

ドライバー曰く、社長に頼んで、ナイロビからランドクルーザーを呼び寄せているとのこと。 

昨日怪我した手がよくなっていなければそのままランクルに乗ってきたドライバー・ジョセフ（２

年間の僕のドキュメンタリー撮影の時にも使った）と交代する予定だったらしい。 

幸い手のほうはよくなってきたので車のみチェンジとなった。 
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ランクルに乗り換え気分一新、サファリに向かったが動物がいない。 

ドライバーは、ライオン親子とチーター親子が２日前の情報だとこのあたりにいたとのこと。 

さかんに探しているが、３時間ほどは移動ばかり。 

ほとんどシャッターを押していない。 

５時ころにやっとライオンの親を発見。 

そのそばに７頭の４カ月ほどの子供たちがいた。 

しかし草が高い。 

待っていると３頭の子供が蟻塚に登ってくれたが、どうしても１頭がこちらを向いてくれない。 

撮れる時はいとも簡単に撮れるのだが、今回はなかなか思うように撮れない。 

結局、その子供のうち１頭が降りてしまったので撮影せずに、場所を移動することにした。 

ここまで状況が厳しいと、撮れなくても青空が見えるだけでよいという気分になってしまう。 

その後、チーター親子の情報が入るが、かなり遠いとのこと、結局向かうのはやめにした。 

帰路、ライオンの群れを発見したがこれも草が高いので初めから狙わなかった。 

あとは日没のみ。 

珍しく今日はよい日没だったが、光が強すぎ、また動物もバファローしかいなかった。 

その後、日没と樹上のコウノトリを撮影し、今日の撮影は終了した。 

 

最近、毎回よい写真が撮れているので、撮れることが当たり前になっていた。 

そう簡単には撮れないことが当たり前なのだ。 

その中でどうしていくのか。 

自然と調和をはかっていくしかないのだろう。 

あくせくせずに、謙虚に見つめろ、感じろ・・・・。 

今回は試されている、そんな気がしている。 

アフリカ取材日記  

マサイマラ国立保護区 セレナ地域→フィグツリー地域 

2010/03/22  

昨晩は嵐のような強風と雷だった。 

どうせ明日にはあがっているだろうと思っていたが、朝起きてみるとまだ小雨がパラついていた。 

どうしようもない天気だ。 

朝６時半に出発。 

いつもなら朝食を持ってダイレクトにフィグツリーキャンプへサファリをしながら行くのだが、

今日は撮れないだろうということで朝食に戻る予定で出発した。 

７時にチーター親子を発見。 

狩りをしそうである。 

１頭がもう１頭の子供に近寄り、見つめ、キスするシーンを撮影。 
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いざ狩り、という時になって車がスタックした。 

それから救援を呼び、ドライバーの友人のサファリカーが来てくれたのが４０分後。 

結局ワンボックスカーではヘルプできず、たまたま通りかかったランクルに助けてもらった。 

こんなに雨の多き時にはランクルタイプでないと４駆でもだめのようだ。 

結局そのままロッジに戻って早朝サファリは終了。 

朝食を急いで食べて、ロッジ内で小動物の撮影に入る。 

出発の時間まで１時間弱。 

昨日はよい感じでハイラックスが撮れたのだが、今日はだめである。 

なかなか思うようにはいかない。 

その代わり、コビトマングースがよい光で撮ることができた。 

こういったらなにげない１枚、ふだんは決して狙わない１枚も将来の集大成に向けては必要にな

ってくるので、こまめに撮っていこう。 

ライオンやチーターなどのスターたちがだめなら、草食獣、それもだめなら大型の鳥、それもだめ

なら小動物・小鳥から花にいたるまでなんでも撮るつもりでいる。 

午後１０時にセレナロッジを出て、フィグツリーキャンプに向かう。 

いつもならショートカットの道を通るのだが、今日は道が悪いのでメインルートを行く。 

途中マラ川を渡る。 

すごい水量で、過去１～２を争う量だ。 

そういえば昨日、マラ川の細い支流（いつもなら車で簡単に越えられる数ｍの川）にたくさんのワ

ニがいて驚いた。 

ふだんは見れないのに、たくさんのワニが本流から避難してきているらしい。 

そこを越えて、しばらく行くと１台の車に出会う。 

中には数人の日本人が乗っていて、挨拶をするとなんと医学部を卒業し、国家試験の結果待ちの

学生さんたちだった。 

僕も３０年前にこの休みに友達とアフリカに行く予定だったが、ウガンダで内戦が始まり、結局

あきらめたことを思い出した。 

その後ライオン５頭が寝ているのを発見。 

空を入れて撮ったがなかなかよい写真になった。 

そのライオンたちはあくびをしてから（８００ｍｍでどアップで撮った）、移動を始めた。 

３頭が横に並んで歩き、そのうちの１頭があくびをしているシーンがうまく撮れた。 

キーコロック地域を過ぎフィグ地域に入ると草も低くなり、動物の姿も多くなってきた。 

「このへんはセレナよりはよいだろう」とドライバーに言うと、「Ｉａｍ ｎｏｔ ｓｕｒｅ」と

つれない返事だった。 

その後、ダークシャンティング・ゴスホークという奇麗な灰色のタカがトカゲを食べるシーンを



 

日記 2010 年 

撮影。 

１２時半にフィグツリーキャンプに到着。 

ここはマサイマラの北東のはずれにある僕の定宿だ。 

テントタイプとコッテージタイプの２つがあり、テントタイプを選んだ。 

カーパークに近いので、荷物の多い僕には便利なのだ。 

ここに５泊する予定である。 

３時過ぎから暗くなり雷鳴がとどろき始めた。 

また雨なのか。 

スタッフに聞くと雨は毎日降っているとのこと。 

それでも今日の午前中の空は適度に雲があって奇麗だった。 

とにかく全天の雲にならなければなんとかなる。 

 

午後は４時から出発。 

出発前にドライバーが手の骨が折れているかもしれない、という。 

朝スタックした時に怪我して少し出血していたので洗浄し、バンドエイドを貼ってあげたのだが、

その指が腫れている。 

骨折はオーバーにしても痛そうだ。 

運転が無理ならチェンジしてもＯＫと話すが、頑張る様子。 

鎮痛剤入りの湿布をして様子をみることにした。 

今日のサファリが終わったらロッジのドクターに診てもらうとのこと。 

初めにライオンの親子を探しに行く。 

すぐに発見するが、対岸に渡ってしまったようだ。 

親子１頭ずつで何かを食べている。 

残りのメス３頭と子供７頭は周辺で寝たり、遊んだりしている。 

獲物は野生動物ではない。 

どうも死んだ牛が流れてきて、それを食べている様子。 

おそらくその牛を食べるために対岸に渡ったのではないか、と思われた。 

場所は草も高く、対岸なのでどうしようもない。 

ドライバーはライオンのことが気になっているが、僕はライオンはどうでもよく、久しぶりに空

がよい感じになっているのでその場を離れたかった。 

青空と白い雲、そして黒い雨雲がうまく調和しているよい感じになってきた。 

こうなると動物はなんでもよいのだ。 

移動するように話し、まず最初に見つけたバッファロー。 

この時、大きくはなかったが虹も出てくれたのでよい写真になった。 
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これだけ天候が悪いと、時々すごくきれいな空になる。 

その時がチャンスだ。 

空と地面の露出差があるのでハーフＮＤというフィルターを使って撮影。 

とてもよい感じの写真になった。 

続いてグラントガゼル、そしてインパラの群れ、ダチョウの群れ。 

刻々と変わる空をバックに撮影し続けた。 

アップ系の写真もよい、はこういった写真のほうが好きなのだ。 

久しぶりにシャッターを押し続ける快感・・・。 

そうこうしているうちにもう６時。 

周りは雨雲に包まれてきた。 

というかよくここまで天気が持ってくれた。 

それからは、ほとんど前が見えなくような雨で、道はあっという間に川に変わっていった。 

今まで経験したスコールのなかで３本の指に入るだろう。 

ロッジについた時もまだ降っており、濡れながらやっとフロントまでたどり着いた。 

フロントから近いテントにしておいてよかった。 

ドライバーは手の怪我のことで頭がいっぱいなのだろう。 

明日の朝食の弁当を頼むのも忘れている。 

まあよいか。 

彼の手の状態を見ながらポレポレ（スワヒリ語でゆっくり）でいこう。 

寸暇を惜しんでサファリに集中して頃からすると僕も変わったものだ。 

それにしてもこの雨の降り方はとんでもない。 

この日記を書いている９時の時点でもまだ相当降っている。 

アフリカ取材日記 ３月２日  

マサイマラ国立保護区・セレナ地域 ３日目 

2010/03/20  

今日は晴れてくれた。 

日の出はよかったのだが、インパラしかいなかった。 

それでもインパラと日の出は撮っていなかったのでよしとしよう。 

その後、チーター親子を発見するも、道から遠く離れていてとても撮影できるような状態ではな

かった。 

ライオン親子もやって出てきたが、これも距離が離れすぎて撮影できない。 

ライオンたちは相当空腹のようだが、藪から出てくる気配がないのでこれではだめだ。 

ほとんどシャッターを押さないまま、ドライバーが朝食の弁当を頼み忘れたのでロッジに８時半

に戻る。 

朝食後、庭でハイラックスの撮影を試みる。 
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ある意味ではこの時間帯にロッジにいることはまずない。 

そして、サファリがだめな時こそ、ロッジ内で小動物を撮ろうと思った。 

狙いはハイラックス（イワダヌキ）。 

ロッジ内にはたくさんいるのだが、本気で撮らないからよい写真が撮れたことがない。 

そこでよく観察しているうちに、けっこうよい被写体になることを発見。 

１０時まで１時間粘って撮影 

けっこうよい写真が撮れた。 

１０時に再度出発。 

相変わらず動物がだめなのでこまめに小鳥を撮ることにした。 

ヒバリのさえずりや巣作りの枝を運ぶ鳥、ピンテイルウィドウという尾羽の長い鳥がそばにいる

ヒバリを威嚇するシーンなどをこまめに撮影する。 

ふだんこのような小鳥には見向きもしないドライバーも今回に限って丹念に車を止めてくれる。 

１０時半過ぎに、たくさんの蝶が花に群がっているのを見つける。」 

今までサバンナで蝶のよいシーンは撮ったことがない。 

努力はしているのだが・・・・。 

そこで２時間ねばった。 

車から降りれればマクロレンズで撮るのだが、降りれないので６００ｍｍのレンズに１．４倍の

テレコンバーターをつけ、倍率Ｘ１．６になるＥＯＳ７Ｄで撮影。 

このぐらいの倍率になるとほんのわずかななブレでもだめだ。 

かなり押しまくったが、風が強くて、苦戦した。 

午前のサファリこれで終了。 

 

午後のサファリは３時４５分から。 

またも雨になりそうだ。 

４時過ぎからものすごいスコールになった。 

メインロードから外れられないのでほとんど動物が見つからない。 

ハイエナ親子を見つけ、撮ろうと思ったが、場所が今ひとつ。 

待っているうちに豪雨になり子供たちは巣穴に入ってしまった。 

蟻塚の上のライオンが頭いるのを発見するも、バックの空が灰色で全然だめだった。 

日没前に撮ったのは雨とインパラくらい。 

それも大した写真ではない。 

それにしてもこんな困難なサファリは初めてだ。 

動物が少ない、天気が悪い、移動ができないではどうしようもない。 

１９９７年のエルニーニョの時より状況は険しい。 
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あの時は、僕の代表作品であるキリンと空、そしてヒョウの交尾シーンが撮れたのだから、希望は

捨てずに最後まで努力しよう。 

ドライバー曰く、１２月から雨が多く（それまではからからに乾いていたのに）、１月に入ってい

つもは水の少ないタレック川が氾濫したらしい。 

やはりエルニーニョなのだろう。 

以前との違いは、規制がかなり厳しくなり、動物の前で待てない、道から外れらない、などとにか

く写真を撮ることが格段に難しくなっている。 

しかし、この厳しい条件でも、いつものような焦りはない。 

たんたんと撮れるものを撮っている。 

今日はこのまま終わりかと思ったら、日没は荘厳な美しさになった。 

西の空だけ雲が少なかったのが幸いしたようだ。 

今日の悪コンデションを忘れさせるような美しさで息をのんだ。 

動物はトピしかいなかったが、やむを得ない。 

この夕日の素晴らしさは悪天候故なのだろう。 

悪いことばかりではない。 

明日は同じマサイマラの東方にあるフィグツリーキャンプに移る。 

ドライバーは、あちらはここよりｍｕｃｈ ｂｅｔｔｅｒだという。 

それにしてもセレナには３０回（ほどんど４泊以上）以上泊っているがこんなに厳しい条件は初

めてだった。 

アフリカ取材日記 ３月１日  

マサイマラ国立保護区 セレナ地域２日目 

2010/03/17  

出発前まで雨が降っていたが、６時半の出発時間にはあがっていた。 

部屋を出てみると霧に包まれている。 

悪天候を覚悟していたが、もしかして霧の写真が撮れるかも、とかすかな期待が出てきた。 

以前、濃い霧がたちこめ、ゾウの群れと濃い霧の写真を撮ったことが思い出された。 

しかし、車を走らせるとサバンナにはほどんど霧はなかった。 

霧どころか全天の雲で、最悪の天候。 

日の出もまったく見えなかった。 

７時過ぎ、小さな川を越えて（もちろん橋などはかかっていないから、水をかきわけて進むのであ

るが）すぐの路上（それも太い道で）でスリップしたまま車は横を向き、道わきのくぼみに入って

しまった。 

それからが大変だった。 

自力での脱出を試みるがまったくだめ。 

２台のワンボックスカーが来て、アフリカ人のドライバーたちは車を後ろから押すなど手伝って
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くれたがまったく脱出困難な状態だった。 

そこに１台のランクルが通りかかった。 

白人がそばまで来たが、ぶつぶつ文句を言いながら（どうも脇を通り抜けれるか見に来ただけら

しい）まったくこちらを無視して行ってしまった。 

こちらでスタックするとアフリカ人のドライバー達はお互いさまで協力し合う。 

この白人の態度にちょっとびっくり。 

しばらくすると別のランドクルザーがやってきた。 

これはツアー客を乗せた車でドライバーはアフリカ人。 

ワイヤーを使って引っ張り出してくれた。 

それに１時間半ほど費やした。 

その後は、車を３m ほどの細い川を行ったり来たりさせて、車の底やタイヤを洗う。 

そして、エンジンをかなりふかしたのでオーバーヒートしてしまい、冷却水を入れたりと手間取

り、終了したのが９時。 

２時間ロスしてしまった。 

それからサファリ再開。 

昨日見たチーター家族のところに行く。 

朝、トムソンガゼルの幼獣を狩ったようで食べていた。 

その後も舐め合いもせず、離れたところで離ればなれに横になってしまったのでほとんど撮影せ

ず。 

その後は道が悪いため、脇道に入っていけず、メインロードしか走らない状況。 

これでは当然撮れるわけがない。 

やむを得ず、道脇にいる鳥を撮ることにした。 

この時期、クロエリショウノガンは比較的多く見られるので、これを狙うことにした。 

じっと観察していると、面白い行動をとるのがわかった。 

急に近づかなければすぐには逃げずに、警戒信号を発するのだ。 

まず立ち止り、口を半開きにしながら首を伸ばし、伸ばしきったところで口を大きくあける。 

その後、首を縮こませ、一呼吸おいてポンという音を出すのだ。 

この首を伸ばして口をあけるシーンをうまく撮ることができた。 

これほど条件が悪くなければ、この鳥を狙うことはないだろう。 

そして、今日午前中の成果をこれだけ。 

１２時になっても全天の雲はとれず、太陽はまったく射してこない。 

なんともきびしい条件だ。 

ここのところ来るたびに良い写真が撮れていたが、過去にはこのように悪天候に泣かされ、あま

り撮れなかった時が覚えているだけで３回あった。 
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雨期に入っているので天気が悪いのはやむをえないが、この天候は普通ではない。 

まるでエルニーニョだ（実際エルニーニョだった）。 

ただ数日すると天気は必ず回復する。 

その回復した時と動物とのよい遭遇とがマッチすればよいのだが・・・・。 

今までは撮れるかどうかで一喜一憂していたが、今回からは「より自然のままに、なるようになる

しかないのだ、その中でベストを尽くそう」という達観した気持ちが強くなってきているのであ

まり焦りや怒りは出てこない。 

 

午後のサファリは３時４５分から。 

３時ころから風が強くなってきた。 

「どうせ雨になるだろうから早めに出発する可能性がある」と判断（ドライバーの体調と車の状

態がよければ彼は早めに来ている）し、エントランスへ。 

彼はまだ来ていない。 

朝のスタックで車の整備に時間がかかっているのだろう。 

ロッジのフロントでウロウロしていたら突然「井上先生！」と声をかけられた。 

サファリに出てから初めて聞く日本語だった。 

ケニア在住の早川千晶さんだった。 

彼女はナイロビのスラムに学校を作り、子供たちへの支援活動をするとともに、その活動を日本

で紹介したり、日本から来た人をマサイ族の住居へのステイなどのスタディーツアーなどもして

いる。 

僕とは２０年来の友人だ。 

今はそのスタディーツアーの途中で、半日サファリとこのセレナロッジでの昼食のために訪れた

とのこと。 

お客さんの一人がた病気になり、ロッジ内のクリニックにかかっているために出発が遅れたため

に会うことができたのだ。 

早川さん曰く「僕と会いたい」と思っていたらしい。 

僕も昔はケニアの友人たちとよくナイロビで食事をしたものだったが、最近は効率ばかり優先さ

せて「不義理をしているなあ」と思っていた矢先だった。 

お互いの出発が遅れたことでの再会に何か運命的なものを感じた。 

時間がなくあまり話せなかったが、「次回はぜひゆっくり話しましょう」ということで、午後のサ

ファリに出発した。 

出発して１５分でスコールとなった。 

道の状態が悪いので行ける場所は限られている。 

厳しい条件だが、雨と動物を撮ろうと探すが、動物がみな遠い。 
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最終手段は鳥しかない。 

しかし、そう簡単ではない。 

午後５時を過ぎ、ちょうど自宅に電話している時（サファリ中場所によっては日本につながるよ

うになっている）、車が止まった。 

８ｍほどのところにある蟻塚の上にシャコというホロホロチョウを一回り小さくしたような茶色

の鳥が立っていた。 

ありふれた鳥なのだが、この鳥はよく見ると嘴と足が真っ赤できれいなのだ。 

おまけに今日唯一のよい光が差し込んでいる。 

後ろは奇麗なグリーンバック。 

鳥の体についた水滴が光っている。 

降りしきる雨を入れて撮影。 

奇麗な写真に仕上がった。 

こんな悪条件でもよい写真は撮れるのだ。 

Never give up だ。 

しかし、今日の午後のサファリはこれで終了。 

この後すぐに光もなくなり、ドライバーがステアリングの調子が悪いというので６時にロッジに

戻ることにした。 

ドライバーのマラリアは軽快しているようで、だんだん彼は元気になってきているが、気象およ

び道路状況があまりにも厳しい。 

アフリカ取材日記 ２月２８日  

マサイマラ国立保護区外のレメク地域～保護区内のセレナ地域 

2010/03/15  

夜多少雨が降ったようだが、今朝の天気は回復している。 

朝６時１５分に出発。 

天気はよいが日の出は雲に隠れてだめだった。 

あとはひたすらヌーの出産探し。 

生まれたばかりのヌーの子供を発見。 

まだ臍帯が乾ききっていない。 

足もよたよたしている。 

親子のシーンを撮ろうと思うと、スッと親の陰に隠れる。 

そして親は離れていこうとする。 

それは当然だろう。 

無理には追わないが、この子は動きが鈍く、警戒心も弱いので十分に撮ることができた。 

これが数日もすると足もしっかりしてくるので撮るのが難くなる。 

この群れの多くが妊娠しているようだが、そう簡単には出産シーンは撮れない。 
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以前、サバンナの大先輩・阿部昭三郎さんにタンザニアに連れていってもらい、ヌーの出産を撮ら

せてもらったことがあるが、その時も１０日居てたったの２回しか撮れていないのだ。 

今日はマラセレナ地域に移動するのでロッジで朝食をとるために戻る。 

いつもなら朝食を持ってサファリに行くのだが、ドライバーの調子は上向きだがまだ不十分。 

彼は冷たい食事が苦手なようなので、体調が戻るまではなるべくロッジで朝食をとることにした

のだ。 

戻る途中でトムソンガゼルの喧嘩を撮る。 

結構長いことやっていたのでバッチリ撮れた。 

ガゼルの喧嘩としては今までで一番良い写真だ。 

普段はこのようなシーンはあまりとらないのだが、被写体が少ないときはこまめになんでも撮っ

ておくと後で約に立つ。 

８時４０分にロッジに戻り、朝食。 

ここのロッジはとにかく昔（僕が来たころの２０年以上前）のようだ。 

素朴といえば素朴だが、サービスが他のロッジに比べると見劣りする。 

 

９時３０分にロッジを出発。 

セレナに向かう。 

途中、空と草食獣やカンムリヅルなどを撮るが、撮るものがないから撮っている感じ。 

セレナの近くはかなり動物が少ない様子。 

何か小さなもので普段見逃しているものはないだろうか、という視点でサバンナを見続けること

にしよう。 

１２時半にセレナロッジに到着。 

 

午後のサファリは３時半から。 

それまで荷物の整理やら、洗濯やらで忙しい。 

２時過ぎから雨が降り始めた。 

ひどい降りではないが全天が雲に覆われている。 

予定通り３時半に出発した時は小雨だった。 

すぐにチーターを発見。 

母親と３頭の大きな子供たちだ。 

１歳すぎの子供たちで母親と体格に差がない。 

初め、親と子供１頭、その他の子どもたちで道を挟んで２頭ずつ座っていた。 

これではしょうがない。 

移動しようと思った矢先（この地域では同じ動物の前に１０分以上いてはいけない）、子供２頭が
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母親のそばによってきた。 

すぐに２頭ずつで舐め合いが始まった。 

２組同時の舐め合いはあまりない。 

柔らかな光でアップのなめあいが撮れた。 

その後は何も撮るものがない。 

４時半ころに一時非常に光がよくなってきた。 

しかし、ガゼルとトピしかいない。 

どんな動物でも光がよければよい、とガゼルをアップで撮影。 

５時頃にキリンが首を振りながら頭と首をぶつけ合うけんか（ネッキング）をしているのに出会

う。 

結構長いことやってくれたが、いかんせん逆光。 

今ひとつかな、と思っていたら、反対の順光側でも２頭がネッキングを始めた。 

そのすぐわきにはインパラが数頭。 

インパラたちはわれ関せずとばかり草を食べていたが、２頭のキリンのネッキングの手前にイン

パラというおもしろい写真になった。 

見ていると別の方角では４頭がかたまって２頭ずつネッキングをはじめた。 

これは初めて見るシーン。 

この４頭は若く、遊びでやっていたようである。 

ネッキングはよく撮るが、今日は今までで一番良い光で撮れた。 

５時半ころまでこのシーンを撮影していたが、光がなくなってきたので６時半にロッジに戻る。 

フリカ取材日記 ２月２７日  

マサイマラ国立保護区外のレメク保護区２日目 

2010/03/14  

朝６時１５分に出る予定であったが、ドライバーが遅れてきた。 

「体調はどうか」と聞くと今ひとつのようだ。 

昨日の熱はマラリアだったらしく、注射と内服の処方をしてもらったらしい。 

おまけにお腹の具合も悪いとのことで、抗生剤をあげることにした。 

「辛かったら早めに戻って休んでよい」と話し、とりあえず出発。 

空はオレンジ色に奇麗に染まっている。 

どうせ全天の雲だろうと思っていたのでうれしい驚きだった。 

シマウマ親子を見つけ、朝日をバックに撮影。 

しかし、空に対して地上の光が少し足りなかったようだ。 

その後ご来光になるかと思ったが、厚い雲に隠された太陽が顔を出したのは９時過ぎだった。 

周囲にはちらほらとヌーの群れがいるがいずれも１０～２０頭前後の小さな群れ。 

大群はタンザニアに移動してしまい、マラにはヌーは通常いないが、ここは公園の外で居着きの
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ヌーいて、この地で出産するのである。 

散々探して、やっと子供が４頭、いずれも生まれて数日。 

出産シーンには出会えなかった。 

しばらく行くとライオンのオス２頭を発見。 

藪に向かって移動中のようだ。 

前に回り込んで撮影するが、あまりきれいなライオンではないが練習・練習。 

すると突然１頭が狩りの姿勢に入った。 

近くにいたイボイノシイを狙う構えを見せたが、それも一時。 

本気ではなかったようだ。 

その後２台の車が止まっているのを発見。 

チーターかと思ったらジャッカルが何かを食べている様子。 

どうも生まれたばかりのヌーの子供の頭のようだ。 

安らかに眠っているようなヌーの子供の顔。 

しかし首から下がない。 

生まれた時が一番死に近いのだ。 

食べているシーン、頭をくわえて持ち上げたところをアップで撮れた。 

こんなシーンは初めてだ。 

生と死を表現する僕にとって、とても象徴的なシーンが撮れたように思う（帰国後家内に見せた

らこれが今回で一番の写真との評価だった）。 

その後オオミミギツネの親子を発見。 

しかし、警戒心が強く、まったく寄れなかった。 

その後は移動ばかり。 

撮るものがないので花を撮ったり、キノコを撮ったり。 

１０時半にロッジに戻る。 

ドライバーを少し休ませることにしよう。 

こんなに早く戻ることはないので、ゆっくり読書をしたり、昨日入れることができなかった日記

を書くことにしよう。 

 

昼は、ロッジの中でカバを見ながら音楽を聴いたり、読書をしたりして過ごす。 

このロッジは川に面していて、近くにたくさんのカバが見える。 

ときによい写真がロッジ内から撮れるのであるが、今回は雨が多いために川の水が多く、また雲

っていたため撮影はしなかった。 

午後のサファリは３時半から。 

午後は５時ころまでほとんど移動ばかり。 
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ここまで１枚も押さなかった。 

一時白い雲の隙間に青い空が見えたのでシマウマとインパラを入れて撮影したのと、カンムリヅ

ルのカップルを撮ったくらい。 

ハイエナがやって来るのが見え、ドライバーは子供を呼ぶと言うので待っていたが、結局行って

しまった。 

６時ころにゾウの４頭の家族が現れたので雨雲と撮影。 

どうもさえない。 

結局、そこで今日のサファリは終了。 

アフリカ取材日記 ２月２６日  

ナクル個～マサイマラ国立保護区外のレメク保護区 

2010/03/13  

5 時起床。 

6 時 15 分から朝食。 

6 時 45 分に出発。 

今回の最初のサファリである。 

しかし、全天の雲で光がない。 

ゲートに着く前にハイエナが何かを食べているのに出会う。 

ありきたりのシーンだし、遠かったので撮影はせず。 

7 時にゲート到着。 

まずは湖に行くがフラミンゴの数はかなり少ない。 

数が少なくてもよい写真が撮れることはあるが、今日は難しい。 

条件としては最悪である。 

なぜなら、まず水が少なく（フラミンゴに近づきにくくなる）、おまけに湖岸は最近の雨でぬかる

んでいる（いっそう近づきにくい）。 

今まで相当乾燥したため湖面が後退し、ここにきて急に雨が大量に降ってきたためだろう。 

おまけに光がない。 

これでは撮影にならないので、その場所をあきらめて移動の途中、岩場でハイラックの親子が日

向ぼっこをしているのに出会う。 

親をはさんで２頭の子供がこちらを見ている。 

今回初めて APS サイズのデジカメ（倍率が１・６倍になる）を１台持ってきたので、５００ｍｍ

のレンズにつけ８００ｍｍになる。 

比較的距離も近かったので、かなりのアップで撮れた。 

そのうち１頭の子供が親にキスをしたシーンが撮れたが、なんとそのカメラは画質で RAW にし

ていなかった。 

いつも最初にやる失敗だ。 
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３種類のカメラを使っているので、来て最初のサファリでは対応にまごつく。 

それでも親子のアップはしっかり撮れたので、よしとしよう。 

実はこのシーンは今まで撮れていないのだ。 

その後、フラミンゴをシルエットにして雨雲を撮る。 

これはなかなか雰囲気のある写真になった。 

その後、ハイエナ狩りを撮影。 

しかし、前述のように岸辺まで近づけず距離が遠かった。 

空も灰色の空で今一つ。 

その後はクロサイを発見するが、１頭のみで絵にならない。 

しばらく行くと道端にユーラシアンローラーが３羽とまっているのを発見。 

きれいなブッポウソウの仲間の渡り鳥だ。 

今まで撮ったことなかったので撮影するが、路上で今一つだった。 

その後ヒヒの群れに出会う。 

ヒヒの撮影は、行動が面白いので飽きないのだが、今日はよいシーンは撮れなかった。 

昨年、ナクル湖でヨーロピアンストークを初めてみたが、今は大群でいる。 

水量・水質に伴う関係なのだろう、ペリカンが全然いない。 

フラミンゴも少ない代わりにコウノトリがやたらといるのだ。 

ここではフラミンゴの大群だけでなく、ペリカンの群舞が見られるのだが、今日はコウノトリだ。 

これは初めて見るシーン。 

ここで今日の午前のサファリは終了。 

今日はマサイマラに向かうのでサファリは３時間ほどしかできないのだ。 

ゲートに戻る途中、アガーバザード（鷹の一種）が草原にとまっているのを発見。 

花をバックに撮影できた。 

その後、道に数千匹の蝶の幼虫が道を大移動しているのを発見。 

すごい数だ。 

初めて見るシーン。 

餌を求めて移動しているらしい。 

ドライバーはアミ―ワームと言っていた。 

珍しいシーンだ。 

ロウアングルから撮影するが、ちょっと不気味。 

一面、幼虫の写真が撮れた。 

 

１０時にゲートを出て、一路マサイマラへ。 

雨のためショートカットはできず。 
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大回りして行くが、それでも道が格段よくなっていて、６時になるだろうと思っていたが、４時半

にはマサイマラ国立保護区の外にあるレメク保護区へ到着した。 

６時半までサファリをする。 

ここは久しぶりだ。 

草が低く、まるで芝生のよう。 

それも緑でとても美しい。 

昔はチーターの数が多いので、毎年この地域に通っていた。 

それがコイヤキ・レメク保護区になったころにはマサイ族がたくさん周囲にすむようになり、肉

食獣の数が減り、ここには泊らなくなった。 

以前、ここのあたりでチーターが子供を産んだという情報が入り、遠征して一泊して以来だ。 

２時間ほどサファリをするが、シマウマやガゼルなどは多いのだが、ライオン、チーターは見られ

ず。 

ドライバーの情報では、このあたりにはライオン・チーターの親子はいないとのこと。 

成獣のライオン２頭とチーター２頭のみとのことでちょっとがっかり。 

久しぶりにここに来たのは、いつもマサイマラではセレナとフィグツリーばかりなので、ちょっ

と気分を変えてみようというのが一つ。 

またこの地域の状態がどのように変わったのかを見たかったのだ。 

あともう一つは、もしかしたらヌーの出産が見れるかもという淡い期待があった。 

通常ヌーはタンザニアで出産するが、この地域は定住する（大移動しない）ヌーがいて、この地で

出産するのだ。 

まあ出産は午前中だから、見れるとしたら明日の朝だろう。 

結局、今日のサファリでは雨雲バックの草食獣を撮ったくらい。 

今一つのサファリだった。 

ロッジに着く前に、ライバーが発熱。 

マラリアらしい。 

明日はどうなるやら・・・・。 

今日はリビングストンロッジに宿泊。 

ここは、何度もつぶれオーナーが代わっている。 

最初はパラダイス、そしてボヤジャー、そして３年ほど前からリビングストンロッジと名前が変

わっている。 

それにしてもオフシーズンとは言え、泊っているのは４組くらい。 

建物もきれいなり部屋も明るく、食事も多少ましになっているが、着いても迎えも来ないし、明り

がつくのが午後６時から１０時までとのこと。 

これではいずれまたつぶれるだろう。 
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電気が早く消えてしまうので早く寝ることにしよう。 

アフリカ取材日記 ２月２４日～２５日  

東京ー大阪ードバイーナイロビーナクル湖 

2010/03/12  

先日アフリカ取材から帰国。 

今日から取材日記を１日分ずつ（今日のみ２日分）掲載します。 

 

２月２４日 

今日の午前中は内視鏡検査の担当。 

8 件の上部内視鏡検査と 1 件大腸内視鏡検査をおこなう。 

とくにトラブルもなく終了したが、出発の日は普段以上に神経を使う。 

とくに大腸の検査はリスクがあり、合併症がおきれば（開院以来一度もないが）出発できなくなる

からだ。 

取材でいない間のことを残りのスタッフにお願いして 1 時半にクリニックを出る。 

2 時に自宅に戻り、出発の準備に入る。 

4 時半ぎりぎりまで準備をして、家を出た。 

5 時半に羽田空港に到着。 

ナイロビまでの発券もスムーズに済み、まずは関空に向けて出発。 

１０分遅れで到着し、関空で 2 時間のトランジット。 

この間に陸送していた荷物を受け取る。 

実は国内線の手荷物の大きさ・個数の制限が厳しく、関空までの手荷物をリュック 1 個にしたほ

うがよいとのアドバイスを受け、関空まで６００ｍｍのレンズを専用のケースに入れて送ってい

たのだ。 

そのレンズを受け取り、出国手続きを済ます。 

定刻にアラブ首長国連邦のドバイに向けて出発し、到着は現地時間の 5 時半。 

10 時間のフライトであるが、夜中のフライトでほとんで寝ていたのでそれほど長くは感じなかっ

た。 

ドバイでは約 5 時間のトランジット。 

これが長い・・・・。 

録音してきた芥川龍之介の作品のテープ（杜子春、トロッコ）を聞いたり、読書をしたりして過ご

す。 

ドバイ到着後に飛行機の中に小さなバランスボール（腰の後ろに置いて座っていると腰痛予防に

なる）のキャップを落としてきたことに気づく。 

せっかく持ってきたのに残念。 

よく行きの飛行機では忘れ物をする。 
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要するに気が入っていないのだ。 

それでも今回は高周波治療器（すっかりはまている）を持参しているので、筋肉痛や腰痛は怖くな

い。 

ドバイを定刻に出発。 

5 時間のフライトであるが、この便は映画の種類が少なく全然だめだったので、小説を 1 冊読み

切る。 

ナイロビには１５時に到着。 

荷物もすぐ出てきたので、3 時半に空港を出発できた。 

ナイロビ市内は例によって渋滞していたが、今日はとくにひどく、街中を抜けるのに 1 時間以上

もかかった。 

ナクル湖までは 3 時間半あまり。 

ナクル湖の手前で雨になった。 

このあたりは最近雨が多いようで、いたる所に水たまりがある。 

いつもは褐色の草原がきれいな緑色をしている。 

ナクル湖のフラミンゴテントロッジに着いたのは午後 7 時。 

ここは公園の外にあるので閉門時間を過ぎても大丈夫なため、最近はナイロビ到着後ここに直行

することにしている。 

急いでシャワーを浴びて、7 時半から夕食。 

しばらくは一人のわびしい夕食が続く。 

それでもここはいつも泊るところなので、スタッフが次々に僕ところに挨拶にくるため孤独感は

感じない。 

食事は以前より少しはよくなったが、それでも脂っこいので要注意。 

脂の多いところは残さないと、夜中腹痛・下痢目を覚ますことになる。 

8 時に夕食をすませ、テントに戻り、日記をつけ荷物の整理をする。 

その後は１時間ほど高周波治療（筋肉痛・凝りには抜群の効果があるだけでなく、自律神経の安定

効果もある）もやらなければ・・・。 

けっこう忙しい。 

空にはまったく星が見えないので、明日は天気が悪そうだ。 

４６回目のアフリカ取材 2010/02/23  

明日診療が終わってからアフリカに向けて出発する。 

４６回目の取材である。 

今までも行く前は、いつも診療の大変さや気疲れでテンションが下がるのだが、開業してからは

それがとみに下がってきている。 

普段の診療に集中し、取材のことを考える余裕がないのだからしかたがない。 
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それでも行けば行くだけ新たな発見や感動があるし、今まで見えていなかったものが見えてきて

いる。 

「こんな気持ちで撮れるのだろうか」と行く前は思うのだが、毎回よい写真がとれているという

ことは、まだまだ通えということなのだろう。 

家内は、「いつも診療で過剰なくらい気持ちを張り詰めているのだから、撮れなくてものんびりし

て気分を変えてくるだけでよいじゃない」と言ってくれるが、まだそこまでは達観はしてない（す

るつもりもないのだが）。 

行けば、自分の表現をさらに高めたいという意欲が湧いてくるし、今まで見えていなかったもの

を見ようとしている自分がいる。 

 

先日開業後に撮ったアフリカの写真をまとめて家内に観てもらった。 

「俺が撮ったんだ」という自己主張の強い部分が薄まり、「良い意味ですごく変化している」と言

われ、少しほっとした。 

やはり、よい意味で変化し続けるには、通い続けなければならないのだろう。 

 

初期の頃の過剰な期待感やギラギラした執着は無くなってきた。 

それとともに惰性が生じてきたのも間違いない。 

その惰性を何度も乗り越えて初めて新たな世界が見えてくるのだろう。 

オペラ カルメンを観て 2010/02/11  

ニューヨークのメトロポリタン劇場で上演したオペラが映画で観れるようになった。 

もちろんオペラ劇場で観る迫力にはかなわないだろうが、映画なりの面白さがある。 

一つにはカメラワークによってさまざまな見せ方ができること。 

アップと引きの絶妙な演出、とくにドアップは映画ならではないだろうか。 

また、途中で主役や演出家、マエストロなどのインタビューが入り、より内容が深く理解できる。 

 

時々オフの日に観にいくようにしていて、過去にアイーダやトゥーランドットなどを観てきたが、

今日はカルメンを観てきた。 

これはかなり良かった。 

歌と踊りと音楽の絶妙の調和。 

歌と表情、そして踊りのなんという豊かな感情表現なのだろうか。 

主役もよく、今までで一番見応えがあった。 

これぞ芸術、という感動があった。 

 

オペラを何度か観るようになって気付いたことがある。 
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どれも内容的には色恋沙汰の単純なストリーで、理性では感情に押し流されていく人間の愚かさ

を感じるのだが、不思議と感動するのである。 

感動する要因は素晴らしい歌唱力、演奏の素晴らしさもあるのだが、それだけではないように思

う。 

それは何であろうか？ 

僕も若いころは自分の激しい感情に翻弄されていた。 

おそらく感情的に人よりは熱いものをもっているだろうと思う。 

年を経て、激しい感情の愚かさも学び、また生と死について深く考えるようになってからは、「人

間は、生と死の本質と感情とのはざまでゆれうごくものであり、それらをどう調和するのかが大

切なのだ」と思うようになってきた。 

その調和こそが最終的目標なのだとわかってきた。 

おそらくその気持ちは変わらないだろうが、そのなかで少し何かが変化しつつあるのを感じてい

る。 

理性で死と死の本質が分かれば分かるほど、この感情というやっかいであり、また素晴らしいも

のをのいとおしさを認められるようになってきたのである。 

理性で感情を抑えすぎず、それをいつくしんでみたい、と思うようになってきたのである。 

それがやっかいな感情であっても・・・・。 

この気持ちが成熟していくと、また自分の表現が変わっていく、そんな予感がしている。 

ガスがたまり、お腹がはる 2010/02/09  

「ガスがたまり、お腹がはる 」という訴えの患者さんは少なくない。 

基本的に胃腸が敏感な人に多いのだが、その誘因にはいくつかものもがある。 

早食い、食べ過ぎ、身体に合わないものを食べた、過労・ストレス、脊柱のゆがみ（骨盤にずれ）、

ホルモンの異常（更年期）など原因はたくさんある。 

これらの原因が複合的に重なり合って症状がでているのだが、この症状に対して西洋医学の薬物

慮法ではほとんど対応できない。 

よく「ヨーグルトが効くと宣伝している」が、効くのはごく一部の人だけだ。 

うちのクリニックでは、食べ物の内容、食べ方、舌のゆるめ方（舌の緊張が強いと唾を飲むとき空

気も一緒に飲みこんでしまう＝呑気症）、身体のゆがみ矯正、ストレス対策などを指導し、また薬

物療法としては漢方薬と西洋医学の薬を併用して、かなりの人は症状の軽減をみている。 

（こんなに時間をかけて説明しても保険請求できないのだが・・・・・） 

この病態に僕が詳しい理由は、専門が胃腸病である以外に、若い時にはお腹の張りで苦しんだ経

験があったからだ。 

僕の場合は、緊張・冷え・早食い・食べ物の内容を改善させることで、症状は昔の半分以下になっ

ている。 
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ただ食事内容とガスの量との関係は難しい。 

食事とお腹の具合を丹念に分析していかないと因果関係はみえてこない。 

僕の場合、ごぼう、さつまいもでガスがたまるのは多くの人と同じだが、分析しているうちに思わ

ぬものでガスがたまりやすくなることに気付いてきた。 

乳製品、豆乳、そしてオリーブ油の量が多めの時なのだ。 

身体によいと言われている食べ物が、実はその人苦しめている可能性があることを知らねばなら

ない。 

そして昨年また一つの発見があった。 

それはアフリカに行くとガスがたまりやすくなる原因だ。 

いろいろ分析してもどうしてもつかめなかったが、やっと判明したのがなんとニンニク。 

ただスープを飲んだだけでもガスが多くなってしまうのは、ニンニクの量が多いからのようだ。 

 

このように、たんにガスがたまるという症状一つであっても複雑な要因が絡み合っているので、

その原因を知り、治していくことはとても難しい。 

その際大切なことは、一般論を知るだけでなく（ひじょうに個人差があるゆえに）、自らの身体の

声を聴きながら症状と食事との因果関係を分析していこうという姿勢なのだ。 

健康的な生活 2010/01/31  

早くも今年も１カ月が過ぎた。 

クリニックのほうは相変わらず忙しいが、写真活動はしばし休止状態。 

 

診療以外は、時間があるので読書量を増やし、ウォーキングや筋トレにも励んでいる。 

今月は毎日１万歩以上歩き、週２回の筋トレを続けてきた。 

昨日久しぶりに体重を測ったらなんと６９ｋｇ（ピークは７７ｋｇあった）。 

７０ｋｇを切ったのは高校生以来じゃないだろうか。 

食事にも気を配り、今月から獣肉（牛・豚・羊）をやめて、玄米を復活させた。 

食事量はまったく制限せず、筋肉量が増えているにも関わらず体重が減っているのは、それだけ

消費しているのだろう。 

もっと写真活動をやっていた時は、午前２時３時に寝るのが当たり前だったが、最近は遅くとも

１２時半ころには寝るようにしている。 

このように健康的な生活を送っているおかげで、診療の密度はますます濃くなっているが、疲れ

は以前ほどではなくなってきた。 

この生活を続けていれば花粉症も軽くてすむのでは、と期待している。 

開院以来の新患総数が１万人を超えた 2010/01/19  

開院して４年３カ月。 



 

日記 2010 年 

開院以来の一日の平均新患数は８．３人。 

そして、ついに本日新患の患者総数が１万人を超えた。 

近隣に内科を標榜するところが１０以上はある激戦区の綱島で、地元とは無関係の僕が開業して

４年と少し。 

これはかなり早いペースの到達だと思う。 

ここまで多くの患者さんに来てもらえるようなクリニックにできたのは、スタッフ全員の努力の

成果だと思っている。 

しかしあくまでもこれは通過点にすぎない。 

西洋医学だけでは足りないところを東洋医学や食養生法を取り入れて補い、さらには自然治癒力

を高めることをコンセプトに医療レベルのアップを模索し続けているが、目指すところははるか

先にある。 

よりいっそう医療のレベルを充実させるために今後も努力し続けていこうと決意を新たにした。 

診療が始って 1 週間が経過 2010/01/09  

年も明け、診療が始まって 1 週間が経過した。 

新年早々だから外来は比較的すいていたが、木曜日くらいからふだんと変わらない状態になって

きた。 

そろそろ通常の状態に戻ってきたのだろう。 

ただ、外来の患者さんの数には波がある。 

もっとも混むのが、土曜日の午前。 

午前だけで 60 人に近くになることが多い。 

そうなると、きめ細かな診療やゆっくり質問に答えることは困難になる（午後は午後で検査が入

っているので）。 

それに比べ、平日の午後は 3 時間の診療時間で 20 ～30 人なので、ゆっくり診ることができる。 

夢 2010/01/05  

新年早々風邪をひいた。 

休みに入って気が緩んだのかもしれない。 

1 月 3 日は旅行先であったが珍しく 1 日寝ていた。 

寝ては起き、寝ては起きで、計 15 時間くらい寝たであろうか。 

そしてたくさんの夢を見た。 

その中で強烈に印象に残っているのは、医療事故の夢だ。 

頭で考えると起きるはずがない不思議な事故。 

夢でしかありえないというのは分かっているが、やはり潜在意識のなかで事故を恐れる気持ちが

強く働いているのだろう。 

うちは小さなクリニックであるが、事故防止対策にかなり力をいれているつもりである。 
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だが完璧ということはありえない。 

この夢で、「今年もよりいっそう医療事故防止に力を入れよう」という気持ちになった。 

 

そういえば昔は、出席日数が足りなくて卒業できないかもしれないとか、数学の試験が全然解け

ないという夢をよくみたものだったが、最近はみなくなった。 

 


